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説

序

き子
仁~

論

一
ド
イ
ツ
行
政
法
の
父
と
い
わ
れ
る
オ
ッ
ト

1

・
マ
イ
ヤ
ー
が
「
憲
法
は
変
る
が
、
行
政
法
は
存
続
す
る
」
と
い
う
有
名
な
一
言
葉
を

〈

2
)

残
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
が
も
っ
意
味
に
つ
い
て
は
種
々
の
論
評
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
少
な
く
と
も
、
行
政

法
体
系
が
憲
法
構
造
の
変
遷
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
か
ら
の
決
定
的
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
存
在
し
う
る
こ
と
、

い
わ
ば
行
政
法
の
憲

法
か
ら
の
自
立
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、

オ
ッ
ト
l
・
マ
イ
ヤ
!
の
行
政
法
と
い
え
ど
も
、
彼
の
い
わ

ゆ
る
警
察
国
家
か
ら
法
治
国
家
へ
の
変
遷
、
即
ち
立
憲
国
家
の
存
在
が
そ
の
前
提
で
あ
る
c

し
か
し
、
立
憲
君
主
制
の
原
理
の
上
に
立
つ

帝
国
憲
法
及
び
諸
邦
憲
法
か
ら
ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
へ
の
変
革
は
、
彼
の
行
政
法
体
系
に
何
ら
変
更
の
必
要
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
し
て
は

受
け
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
事
情
を
異
に
す
る
。
人
は
、
行
政
法
を
む
し
ろ
「
具
体
化
さ
れ
た
憲
法

と
し
て
把
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
無
論
、
こ
れ
は
た
だ
単
に
考
え
方
の
変
化
と
し
て
の
み
理

(woロ
町

四

件

庄

市

立

巾

田

〈

2
岡
田
回
目
ロ
ロ

m間
同
巾
円
}
戸
件
)
」

解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

一
口
に
憲
法
構
造
の
変
革
・
変
遷
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
内
容
を
も
っ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
行
政
法
体
系
に
及
ぼ
す
影
響
の
程
度
・
範
囲
を
一
概
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
或
る
時
の
憲
法
構
造
の
変

革
は
行
政
法
体
系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
他
の
或
る
時
の
変
革
は
さ
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
現
在
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
法
理
論
が
、
従
前
と
比
較
を
す
れ
ば
極
め
て
高
い
程
度
・

(
M
b〉

に
お
い
て
憲
法
に
依
存
(
〈
叩
片
岡
田
拐
戸
口
m
gゲ
『
位
ロ

m-m)
す
る
も
の
と
さ
れ
、

憲
法
秩
序
に
お
け
る
価
値
体
系
な
り
価
値
判
断
に
行
政
法
理

論
の
基
礎
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
承
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
o

こ
の
よ
う
な
事
情
は
現
在
の
わ
が
国
に
お
い
て
も
同
様
に

認
め
ら
れ
る
。
人
が
如
何
に
屡
々
従
来
の
行
政
法
理
論
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
憲
法
構
造
や
憲
法
原
理
の
変
革
を
援
用
し
て
い
る
か
は
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〈

aリ
〉

こ
こ
に
一
々
そ
の
例
証
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
程
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
日
、
行
政
法
体
系
や
行
政
法
上
の
基
本
的
問
題
を
論
ず
る
に

あ
た
っ
て
、
憲
法
構
造
論
と
の
対
決
な
い
し
こ
れ
の
検
討
を
抜
き
に
し
て
議
論
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言

で
は
な
い
。そ

も
そ
も
憲
法
は
国
法
体
系
に
お
け
る
最
高
法
規
範
で
あ
る
。
他
の
諸
法
と
同
様
に
行
政
法
も
こ
の
憲
法
に
そ
の
妥
当
性
の
根
拠

を
あ
お
ぎ
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
憲
法
上
の
基
本
原
理
の
支
配
を
う
け
る
。
の
み
な
ら
ず
、
特
に
行
政
誌
は
、
行
政
に
関
す
る
法
と
し

て
、
憲
法
構
造
に
お
け
る
行
政
の
位
置
づ
け
の
如
何
に
よ
っ
て
強
い
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
見
易
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で

行
政
法
が
具
体
化
さ
れ
た
憲
法
で
あ
る
と
は
当
然
だ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
、
行
政
法
が
憲
法
構
造
に
よ
っ
て
ど
の
程

度
に
ま
た
ど
の
範
囲
ま
で
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

で
あ
る
。

行
政
法
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
具
体
的
当
否
は
と
も
か

く
、
憲
法
構
造
や
憲
法
原
理
を
援
用
す
る
こ
と
自
体
は
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
憲
法
か
ら
行
政
法
理
論

に
と
っ
て
有
意
味
な
こ
と
を
ど
れ
だ
け
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

住)Jl

「
具
体
化
さ
れ
た
憲
法
」
と
は
如
何
な
る
意
味
に
お

い
て
で
あ
る
か
。
そ
こ
に
問
題
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

『イェシュにおける憲法構造論

こ
の
問
題
の
た
め
に
は
、
行
政
法
は
勿
論
憲
法
自
体
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
持
ち
う
る
意
義
・
機
能
等
を
仔
細
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
将
来
の
問
題
と
し
て
残
し
、
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
将
来
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
問
題
を
取
扱
う
際
の
手
懸
り
と

な
り
う
る
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
こ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
、

ま
ず
、
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
憲
法
構
造
論

を
正
面
に
押
し
立
て
て
行
政
法
理
論
の
再
検
討
を
迫
っ
た
一
人
の
学
者
の
所
説
を
紹
介
し
、

つ
い
で
、
こ
れ
に
対
す
る
有
力
な
批
判
の
う

ち
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
示
し
、

お
わ
り
に
著
者
の
見
解
を
問
題
提
起
の
形
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ハ
1
)

。20・
宮
田
吋
巾
♂
ロ
2
g
n
-拓
国
〈
白
話
回
戸

g呂
田
HRrpω
〉
口
2
・
5Nω
・
回
L
-
H
〈
C
2
0
2・
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え日

(

2

)

例
え
ゴ
、
鵜
飼
・
行
政
法
の
歴
史
的
転
向
・
一
一
六
頁
以

F
、
塩
野
・
オ
ヅ
ト

1

・
7

イ
ヤ

l
行
政
法
学
の
構
造

4

」
八
九
河
川
以
下
参
照
。

(
3〉
〈
町
一
-
伊
ロ

g
R
5
F
ロ
芯

ω
3
5
=
ι
2
〈
め
司
君
主

E
ロ
四
時

2
7
f
g
&
-
m
-
E叶・

(

4

)

明
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者
合

5
3
〈

2
J
E
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問
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円
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官
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F
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B
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C
F
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5
司
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E
5
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5
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〈

2FMmCロ
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コ
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門
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P
E
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E
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〉

E
F
Eロ，

z
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E
N
5
3
3
号
〈
g
E
z
z
h
E
N
z
g
z
r
え
の
E
R
r
s
f
3
E
E
Z口
同

2

宮
た
・

P
5
2
2
T
3
5
g
m
g
E
-

同

¥N-ω'

叶同『・

(
5・
E
)
U
F与
え
・
〈

2
r
n
g四
国
円
。
門
戸
〈

2
5一宮口問団吋
-2rp
〈

R
F
Y
3
5
8
n
r
F
5
8‘
ω
-
E
V
一E
・
E-HNC司
ヲ
の

Z
E玄
関
巾
口

L
2
Z
E
F伺
2

irHm宅
ω一円
g
m
R
R
r
z
r
r
R
呂
田
‘

ω・叶

UHヨ
σ
o
ι
2・
ω広
三
ω広
三
戸
ロ

ι
〈
白
岩
出
一
昨
ロ
ロ
岡
田
同
巾
の

r
s
y内円『ロ
zm-
沼
町

ω・
ω・
ニ
-

(
5
〉
回
目
円
y
o『・
0
・
P
O
-
-
m
-
吋

U

同
ヨ
『
O

門日

3
・

Fr丘・

(
6
〉
昭
和
四
十
二
年
度
目
本
公
法
学
会
に
お
け
る
行
政
法
の
主
報
告
者
で
あ
る
ん
7
村
・
室
井
同
会
員
の
論
説
に
お
い
て
も
窓
法
原
理
の
変
遷
が
強
調
さ
れ
て

、
た
。

論

イ
ェ
シ
ュ
の
憲
法
構
造
論

r一、
-
'--' 

序

説
〈
人
と
業
績
)

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
一
人
の
学
者
と
は
、
一
九
六
三
年
六
月
一
五
日
交
通
事
故
の
た
め
三
九
才
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
故
デ

(
O
Z
E円
Y
V加門
r)

の
こ
と
で
あ
る
o

彼
は
、

ィ

l
ト
リ
ッ
ヒ
・
イ
ェ
シ
ュ

一
九
二
三
年
七
月
四
日
ザ
ク
セ
ン
州
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
の
州
裁

判
所
長
を
父
と
し
て
同
州
ゼ
ブ
ニ
ヅ
ツ
で
生
れ
た
。

一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
は
従
軍
と
捕
虜
の
時
を
過
ご
し
、
そ
の
後

も
、
実
家
の
破
猿
と
長
年
に
わ
た
る
父
親
の
不
法
監
禁
の
た
め
故
郷
を
奪
わ
れ
、
苦
難
の
時
期
を
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
る
。

エ
ル
ラ

γ
ゲ
ソ
大
学
で
の
学
生
生
活
を
始
め
、
一
九
五
一
年
第
一
次
国
家
試
験
に
合
格
、
翌
五
二
年
か
ら
バ
ハ
オ
フ

(
Oえ
O

切

2
5
2
の

助
手
と
な
り
、
一
九
五
五
年
に
は
バ
ハ
オ
フ
に
従
っ
て
テ
ュ

l
ピ

γ
ゲ
ン
に
移
り
、
同
年
第
二
次
国
家
試
験
に
合
格
、
ポ
I
レ
(
問
邑
c
R

の
指
導
を
受
け
て
成
っ
た
そ
の
学
位
請
求
論
文
「
行
政
行
為
に
よ
る
民
事
裁
判
官
の
拘
束
」
(
一
九
五
六
年
公
判
)
は
称
賛
z
乞

句
。
}
ユ
巾
)

一
九
四
八
年

北法18(3・4)410 



も
っ
て
学
界
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
諸
論
文
特
に
一
九
五
九
年
に
完
成
し
一
九
六
一
年
公
刊
さ
れ
た
教
授
資
格
論
文
「
法
律
と
行
政
」

に
よ
っ
て
一
般
の
承
認
を
得
る
に
到
っ
た
。
テ
ュ

1
ピ

γ
ゲ

γ
で
の
一
年
の
私
講
師
を
経
て
、

一
九
六

O
年
の
冬
学
期
よ
り
マ

l
ル
ブ
ル

ク
大
学
に
お
け
る
公
法
の
正
教
授
の
地
位
を
占
め
た
。

こ
の
略
歴
が
一
不
す
よ
う
に
彼
の
研
究
生
活
は
わ
ず

H

が
八
年
間
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
こ
の
間
に
、
多
く
の

ハ
2
v

注
目
に
値
い
す
る
業
積
を
も
の
し
、
か
っ
実
り
あ
る
業
績
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ
て
い
た
。
現
に
彼
は
、
国
法
学
の
教
科
書
の
執
筆
中
だ
っ

一
九
六
二
年
九
月
同
じ
く
三
九
才
で
亡
く
な
っ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ツ
ァ
ィ
ド
ラ

l

た
と
伝
え
ら
れ
る
o

イ
ェ
シ
ュ
は
、

〔

3
U

N
2門

Hrz
教
授
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
公
法
学
・
国
法
学
界
の
新
世
代
を
代
表
す
る
学
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
業
績
の
う
ち
質
量
と
も
に
イ
ェ
シ
ュ
の
研
究
を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
る
三
つ
の
論
文
に
よ
っ
て
、
彼
の
考
え
の
後

を
た
ど
っ
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

(心J

な
お
、
本
稿
で
は
や
や
詳
し
く
イ
ェ
シ
ェ
の
学
説
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
イ
ェ
シ
ュ
の
学
説
の
理
解
に
お
い
て
誤
解
な
き
を
期
す

る
た
め
と
後
の
検
討
に
役
立
た
せ
た
い
た
め
で
あ
る
。
特
に
イ
ェ
シ
ュ
の
所
説
が
単
な
る
思
い
つ
き
の
域
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
栢

「イヱシュにおける憲法構造論

当
周
到
な
用
意
の
上
に
出
来
上
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
な
お
か
つ
、
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
原
因
は
奈
辺
に
あ
り
、
こ
れ

に
対
処
す
る
に
は
さ
ら
に
如
何
な
る
前
提
作
業
が
必
要
で
あ
る
か
、
こ
れ
ら
を
示
す
の
が
本
稿
の
目
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

(

1

)

イ
エ
シ
ユ
の
人
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
回
R
Y
O
F
Z
R
F
丘
一
一
巳
2
2口
y
y
m行
Y
〉
む

M
F
5
8・
伊

ω合
戸
山
出
口
『
mえ
の
R
F
Hロ
g
m
g
R
U
g
U
5
e

z
n
F
]
g
n
r
w
口
。
〈

5
8
w

∞-
Z
R
な
ど
参
照
。

(
2
〉
足
。
き
句
、
向
、
F
N
S

山

H

・

0
ぽ
凶
宮
内
凶
ロ
コ
四

L
2
N
F
i
r
-
n
r古
田

自

〈

2
当
乙
同
信
ロ
四
ω
共
同
作
・

3
8
(彼
の
学
位
請
求
文
で
あ
る
o

以
下
回
5
L
Z口
拘
で
引
用
す
る
。
)

N
・

C
2
2
N
E
L
〈
号
君
主

Z
=目・

5
2
(教
授
資
格
論
文
で
あ
る
。
以
下
。
2
2
N
で
引
用
す
る

J

(
阿
国
ユ
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NZ(由
・

伺

)24品科

4訟とμ
1. Zur Bindung an Entscheidungen d白 Bundesverfassungsgerichtsuber Verfassungsbeschwerden. JZ 1954， S. 528-533. 

2. Entscheidung des Rechtsmittel耳erichtsim Verwaltungsprozes und reformatio in peius. DOV 1955， S. 391-397. 

3. Zur Revisibilitat unbestimmter Rechtsbegriffe. DOV 1956， S. 77~0. 

4. Unbestimmter Rechtsbegriff und Ermessen in rechtstheoretischer und verfassungsrecthlicher Sicht. AoR 1957， S. 163ー249.

c ~ f<-Ermessen千Jiinllf.←向。〕

Zulassigkeit gesetzesvetretender Verwaltungsverordnungen? (zu BVerfGE 8， 155). A凸R1959， S. 74-93. (~f<- Verwaltungs-

verordnungen iOJ iin ~ r tZl 0) 
6. Rechtsstellung und Rechtsschutz der Gemeinden bei der Wahrnehmung "staat¥icher“Aufgaben. DOV 1960， S. 739-746. 

C*柳生王寺話拠地耳総括緩縫主主主i怒f!:l品j呉川.;2.pE;>千!'斗!E;>.g: g4J~著書綴主習が~ム.(.!.pE;>，..IJ，...li-'制)lii:1íOJ o舟tZl':R'*獲千J:!;! 言語紙かのつ

Offent¥iches Verkehrsinteresse und Berufsfreiheit. JZ 1961， S. 624-626. 

Auslegung gegen den Wortlaut und Verordnungsgebung contra legem? JZ 1963， S. 241-245. 

Der G台meingebrauch; Korreferat. JuS 1963， S. 213-219. 

記
阿

鐸

5. 

月

t
R
u
q
d

Rezension四 1: 

1. Sammlung der Rechtsprechung des GerichtshoEes der Europaischen Gemeinschaft fur Kohle und Stahl， Bande 1-5. DOV 

1956， S. 674f. ; 1957， S. 920 ; 1958， S. 720 ; 1961， S.317. 

2. Carstens， Das Rechts des Europarats. DOV 1957， S. 158. 

3. Landmann-Rohmer-Eyermann-Fr邑hler: Gewerbeordnung， Kommentar， Bd. 2. Bad.-Wurtt. VerwBI. 1957， S. 48. 

4. Festschrift fur Friedrich Lent. DOV 1957， S. 791九

5. Bull inger， Die Se¥bstermachtigung zum Erlas von Rechtsvorschriften. JZ 1961， S. 302f. 

6. Druck， Die internationale Zusammenarbeit bei der friedlichen Verwendung der Atomenergi巴 innerhalbEuropas. DOV 1961， 

S. 358. 

Jaenke， Verw官 ltungsvorschriftenim Steuerrecht-die Bedeutllng der Richtlinien. ]Z 1961， S. 520. 7. 



B凸ckenforde，Gesetz und gesetzgebede Gewalt. A凸R1960， S. 472. 

Kelsen， Reine Rechtslehre， 2 Aufl. DOV 1961， S. 43ei-437. 

Goessl， Organstreitigkeiten innerhalb des Bundes. DOV 1961， S. 760f. 

11. pfennig， Der BegriH desるffentlichenDienstes und seiner Angeh凸rigen.DOV 1961， S.917. 

12. Leibholz， Das Wesen der Reprasentation und der Gestaltungswandel der Demokratie im 20. Jahrhundert. 2. Aufl 1960. 

DOV 1962， S. 37f. 

Ehmke， "Ermessen“und "unbestimmter Rechtsbegriff“im Verwaltungsrecht. A凸R1961， S. 491--496. 

Baumlin， Recht， Staat und Geschichte. DVBI. 1962， S. 458. 

15. Zm Festschrift fur Hans Huber (1961). Der Staat， Bd. 1 (1962)， S. 107-116. 

16. Weber-Scheuner-Dietz; Ramm Ridder: Gutachten zur Verfassungsbeschwerde der IG Metall gegen das Urteil des BAG 

im Schleswig-Holsteinischen Metallarbeiterstreik. DOV 1963， S. 116-118. 

Berichte : 

Staatsrechtslehrertagung 1960 in Koln (zu den Referaten von Schneider und Schaumann). 

8. 

9. 

10. 

13. 

14. 

Mitarbeit : 

1. Zusammen mit Otto Bachof : Die Rechtsprechung der Landesverfassungsgerichte in der Bundesrepublik Deutschland. J凸R

1957， S. 47-108. 

Mitarbeit an der Kommentierung des Art. 19 Abs. 4 GG im Grundgesetzkommentar von Maunz-Durig 

Als Manuskritt gedrucktes Gutachten : 

Rechtsgutachten uber den Entwurf einer Ordnung des ordentlichen Studiums an den Padagogischen Hochschulen des 

Landes Baden-Wurttemberg und uber den Begriff "simultan“in Artikel 19 der Verfassung des Landes Baden-Wurttem-

berg. 1962. ~きお'穿~話肱J喝の:己， 'J"; II I'ユν笠 vgLBchof， a. a. O. S. 350. 

V gl. Hans Schneider， Nachruf : Karl Zeidler， A凸R1963， S. 96ff. 

]Z 1961， S. 33-35. 
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説

〔

二

〕

法
律
の
留
保
論

イ
ェ
シ
ュ
の
憲
法
構
造
論
が
最
も
明
確
な
体
系
的
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
教
授
資
格
論
文
「
法
律
と
行
政
己
に
お
い

論

て
で
あ
る
。
本
書
に
は
「
適
法
律
性
原
理
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
(
何
回

5
p
o
Z巾
ヨ
え

E
3
2自
宅

g門
庄
仏
2
0
m印2
N
B
包
応
Z
E

同

)
H
E
N
F

間
話
回
)
」
と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
「
法
律
の
留
保
」
に
関
す
る
問
題
で

あ
る
。適

法
律
性
原
理
は
、

す
な
わ
ち
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理

(
P
5
2】
含
吋
の
ゆ
8
S
B巴
出
目
下
刊
訂
仏
巾
叶
〈
巾
片
者
向

-Z口
四
)

の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
法
律
の
優
越
(
〈

2
Eロ
m
仏
巾
聞
の
2
2
N
g
)
と
法
律
の
留
保
(
〈

2
Z
E
F
巳

g
C
2
2
N巾
印
)
の
二
つ
の
意
味

を
も
っ
(
吋
時
吋
EN)。
前
者
は
、
法
律
に
違
反
す
る
下
級
の
法
段
階
の
行
為
の
効
力
が
奪
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
内
容
と
し
、
後
者

は
、
法
律
よ
り
も
下
級
の
法
段
階
の
行
為
が
適
法
に
な
さ
れ
る
た
め
に
は
法
律
の
根
拠
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
関
す
る
。
こ

と
も
に
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
、
相
互
に
無
関
係
の
も
の
で
は
な
い
し

(
q
v
T
E
N
)、
両
者
の

こ
の
う
ち
法
律
の
優
越

の
両
者
は
、

区
別
が
実
際
上
に
困
難
な
場
合
も
な
い
で
は
な
い

(mdr)が、

は
、
立
憲
君
主
制
の
下
で
あ
ろ
う
と
、
今
日
の
民
主
制
国
家
の
下
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
内
容
に
は
差
異
が
な
い

(
m
d
?と
。
そ
こ
で
、

実
際
上
に
も
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
や
か
ま
し
く
議
論
さ
れ
て
い
る
「
法
律
の
留
保
」
の
範
囲
の
問
題
が
本
書
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

理
論
的
に
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

ハ1
)

本
章
の
構
成
は
、
第
一
部
基
礎
理
論
ハ
九
l
一
O
一
頁
〉
と
第
二
部
適
法
律
性
原
理
の
変
遷
ハ
一

O
二
l
一
一
一
一
一
六
頁
)
よ
り
成
り
、
さ
ら
に
第
一
部
は

第
一
章
概
念
(
九
i
一
二
四
頁
)
、
第
二
章
万
法
論
に
つ
い
て
の
付
論
(
一
二
五
|
七
三
頁
)
、
第
三
章
立
憲
君
主
制
並
び
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
憲
法
構
造

(
七
四
i
一

ο一
一
良
)
に
分
か
れ
、
第
二
部
は
、
第
四
章
侵
害
留
保
の
歴
史
と
理
論
(
一

O
二
l
一七
O
頁
)
、
第
五
章
現
代
に
お
け
る
問
題
ハ
一
じ
一

B

二
三
六
一
貝
)
に
分
か
れ
る
。

北法18(3・8)414



こ
の
法
律
の
留
保
の
問
題
の
要
点
は
、
従
来
侵
害
行
政
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
た
法
律
の
留
保
(
侵
害
留
保
八
百
晃
正
F
S
?

Z
F阻
止
〉
を
、

今
日
実
際
上
に
も
重
要
性
を
ま
し
て
き
で
い
る
給
付
行
政
そ
の
他
の
分
野
に
拡
張
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
の
点
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
分
野
も
ま
た
行
政
の
自
由
に
ま
か
せ
ず
、
法
律
の
根
拠
な
く
し
て
は
行
な
い
え
な
い
も
の
と
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
様
々
の
根
拠
を
用
い
て

行
な
わ
れ
て
い
る
。
時
に
は
、
国
家
に
対
す
る
国
民
の
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
変
遷
や
自
由
の
観
念
の
変
化
が
、
時
に
は
、
憲
法
原
理

の
あ
れ
こ
れ
が
援
用
さ
れ
て
い
る
(
叫
J
0・
dz)。
イ
ェ
シ
ュ
も
ま
た
結
論
に
お
い
て
は
こ
の
穫
の
主
張
に
く
み
す
る
一
人
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
如
何
な
る
方
法
上
の
用
意
を
も
っ
て
こ
の
問
題
に
の
ぞ
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
が
第
一
に
問
題
で
あ
る
。

結
論
を
前
以
っ
て
い
え
ば
、
彼
は
、
適
法
律
性
原
理
か
憲
法
構
造
に
機
能
的
に
依
存
し
て
い
る
吾
巾
甘
口

E
Z
E
r
〉

F
E
m
F
m
w
z

gロ
牛

2
〈

R
P
8
5
m
g
g
E
E
)
と
い
う
方
法
的
仮
設

(
5
2
y
o
E
R
Z
Z否
。
岳
g
)
か
ら
出
発
す
る
(
認
お
む
一
N

ブヲ
J

〈

抽

戸

印

5
・)。

」
れ
は
大
要
次
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
提
言
さ
れ
て
い
る
。

n」)
 

1
 

(
 

(
百
ユ
丘
中
田
門
町
1
色
。
m
吉
田
弘
前

n
Z
Z
2
Y
C門

田
巾
)

付
る
(
切
込
町
)
。
彼
に
よ
れ
ば
、
法
規
範
は
法
規
範
の
み
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

な
い

(midp)。
す
な
わ
ち
、
法
解
釈
の
目
的
は
法
規
の
拘
束
的
内
容
の
確
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
理
論
的
方
法
に
よ
っ
て
の
み
行
な

わ
れ
る
。
法
概
念
に
は
非
法
律
的
概
念
(
自

2
3
5
5
5
r叩
切
mmH
以
内
叩
)
が
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
部
分
的
で
あ
り
、
か
つ
変
容

そ
の
い
み
で
法
解
釈
は
方
法
混
浴
主
義

ま
ず
一
般
的
な
方
法
論
と
し
て
、
彼
は
法
理
論
的
方
法

に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

「イェ γ ュにおける憲法構造論

し
か
し
、

そ
れ
は
法
以
外
の
観
点
の
排
除
を
い
み
し

し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
限
り
で
は
、

全
て
の
非
法
律
的
方
法
も
問
題
と
な
り
、

に
よ
る
こ
と
に
な
る
お

4
3
0
し
か
し
な
が
ら
、
因
果
的
・
目
的
論
的
・
機
能
的
・
精
神
史
的
・
政
治
的
・

(〉

--aロ
r
2
3
n
y弘
同
)
で
は
な
い
。
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(
Z
2宮内凶
g目

u
E
r
m江
田
口
同
広
田
)

経
済
的
方
法
な
ど
が
単
一
で
支
配
し
て
い
る
も
の

こ
の
よ
う
に
し
て

適
法
律
性
原
理
の
内
容
と
範
囲
も
法
理
論
的
な
い
し
規
範
的
に

(
(
{
。
m

吉岡山
E
R
r
-」戸
5
2同

国
内

7

0
弘
司
円
コ

O
吋
ヨ
ロ
己
〈
)



J記

の
み
確
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
待
出
N
)
o

し
た
、
が
っ
て
、
社
会
経
済
的
事
情
の
変
遣
を
理
由
と
し
て
適
法
律
性
原
理
の
拡
張
を
導
き
出
す

主
張
は
、
法
政
策
的
要
請
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
排
斥
さ
れ
る
(
勾
時
ど
と
。
彼
も
、
規
範
の
意
味
が
他
か
ら
切
離
さ
れ
て
孤
立
し
て

存
在
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
が
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
変
革
な
ど
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
ま
た
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
彼
は
、

正
し
い
解
釈
に
よ
れ
ば
法
的
内
容
(
吉
岡
笠
宮

r
F
E
P
)
は
こ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
充
分
に
反

北法18(3・10)416

論

映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
解
釈
に
あ
た
っ
て
こ
れ
に
深
く
立
入
る
必
要
は
な
い
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
時
M
J。

の
二
つ
の
場
合
を
区
別
し
、

tコ

つ
ぎ
に
彼
は
、
法
解
釈
に
条
文
解
釈

(、叶巾
u
n仲
田
己

L
o
mロロぬ)

と
欠
献
充
足

pznrBEau--gm)

伝
統
的
な
適
法
律
性
原
理
は
前
者
の
法
文
解
釈
す
な
わ
ち
明
文
・
不
文
の
法
規
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
と
し
、
こ
れ

に
対
し
て
、
現
代
の
適
法
律
性
原
理
の
内
容
は
条
文
解
釈
で
は
な
く
欠
依
充
足
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
(
勾
終
)

n

ま
ず
第
一
に
類
推
(
〉
ロ
己
昌
広
)
が
あ
る

彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
の
欠
献
(
河

R
Z凹
zng)

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
新
た
な
適
法
律
性
原
理
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
全
法
秩
序
な
い
し
部
分
法
秩
序
か
ら
体

(
仏
庁
間
百
丹
市
B
島民間
n
r
l
L
E
Z
W
昨日
A
2
0
2
iロロロロ
m
gロ
g
河市ロゲ広明白神
N
2
2目
。
巾
8
5片岡巾円宮田
OH仏ロ巳門戸閃

と
こ
ろ
で
、

の
充
足
の
手
段
と
し
て
は
、

系
的
、
演
緯
的
に
法
規
を
得
る

σ
N
4司・

2
叩
叶
g
-
H
2
r
z
o
H門日ロロロ

mg)
方
法
が
と
ら
れ
る
。

理
論
体
系

(
Z
8
8ロO
B
i
号
何
日
丘
町
ロ

r
g
ω
3
g
g
)
で
あ
り
部
分
的
に
の
み
公
理
化
さ
れ
た
聞
か
れ
た
体
系

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
は
い
つ
で
も
新
し
い
前
提
百
匹
g
u
gロ
)
が
導
入
さ
れ
う
る
。
こ
れ
が
導

」
れ
は
特
殊
の
法
解
釈
体
系
に
服
す
る
。

す
な
わ
ち
法
律
学
は
他
律
的
な

E
F
H
Z
B
2
E
R
g
 

。仏
2
。町内巾口町

ω山、国内巾
B
巾)

入
さ
れ
る
ま
で
及
び
導
入
さ
れ
た
後
に
は
一
応
完
結
し
た
体
系
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
、
終
局
的
に
定
義
さ
れ
た
、

も
し
く
は
終
局
的
に
定
義
さ
れ
う
る
前
提
(
公
理
)
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
法
規
の
解
釈
は
、
特
に
そ
の
た
め
に
た
て

ら
れ
た
部
分
的
に
公
理
化
さ
れ
た
体
系
(
包

F
o
n
s
-
F
H
E虫
色
色

R
S
ω
3
8
5
)
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
特
定
の
一
法

律
問
題
の
た
め
の
体
系
的
な
連
関
を
得
る
前
提
の
選
択
と
補
充
は
〈
さ
立

R
Z凹
〉
と
呼
ば
れ
う
る
手
続
で
行
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
推
論



的
思
考
過
程
の
中
に
論
証
の
〈
さ
℃
C
F
〉
が
探
し
出
さ
れ
る
c

こ
れ
が
得
ら
れ
相
互
関
係
が
定
め
ら
れ
る
と
、

そ
の
前
提
よ
り
結
論
を
演

緯
的
に
引
き
出
し
う
る
と
こ
ろ
の
部
分
的
体
系
を
わ
れ
わ
れ
は
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
体
系
は
ま
ず
第

プ
次
的
に
は
問
題
に
拘
束
さ
れ
た
論
証
的
思
考
の
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
体
系
に
照
ら
し
て
、
得
ら
れ
た
結
論
が
法
律
的
に
正
し

(
E
E
E
g
E
)
か
ど
う
か
を
認
識
し
、
士
、
検
証
し
う
る
の
で
あ
る
続
三
。

右
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
る
結
果
、
新
た
な
適
法
律
性
原
理
を
憲
法
上
の
特
定
の
原
理
の
あ
れ
こ
れ
、
例
え
ば
、
法
治
国
原
理
や

L 、
日

権
力
分
立
原
則
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
こ
れ
ら
は
固
定
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
て
、
憲
法
秩
序
と
全

法
秩
序
と
い
う
体
系
的
連
関
の
中
で
の
み
そ
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
し
、
特
定
の
憲
法
原
理
の
あ
れ
こ
れ
が
こ
の
間
題
に
適
当
な
る

基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
別
の
憲
法
原
理
か
ら
は
相
反
す
る
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
や
も
知
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
適
法
律
性
原
理
は
全
憲
法
体
系
の
中
に
置
い
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

イ
ェ
シ
ュ
は
「
適
法
律
性
原
理
は
憲
法
構
造
の
機
能
で
あ
る

と
い
う
方
法
的
仮
説
を
立
て
る
(
勾
叫
吋
)
。

さ
ら
に
彼
は
こ
れ
を
敷
街
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

(
ロ
訟
の
巾
申
立
N
B位
白
目
的
}
内
包

ZHUユ
ロ
民
間
二
回
丹
色
ロ
巾
司
Z
ロ
l

。)J
E-oロ
門

-2
〈
2
『山田由ロロ何回回同
H
Z
W吉
岡
)
」

『イエシュにおける憲法構造論

い
vhvo

適
法
律
性
原
理
の
通
用
性
、
内
容
、
範
囲
は
特
定
の
憲
法
秩
序
の
そ
の
時
々
の
構
造
に
機
能
的
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み

れ
ば
、
適
法
律
性
原
理
の
意
味
は
憲
法
構
造
の
変
遷
と
運
命
を
共
に
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
憲
君
主
制
の
憲
法
構
造
に
お

け
る
伝
統
的
適
法
律
性
原
理
の
機
能
的
地
位
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
い
で
、
今
日
の
変
遷
し
た
る
憲
法
構
造
よ
り
適
法
律

性
原
理
の
変
更
し
た
る
機
能
的
地
位
と
新
た
な
る
内
容
構
成
が
導
き
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
(
勾
創
立
。
こ
れ
は
さ
ら
に
板
の
憲
法
構

造
の
概
念
規
定
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
憲
法
と
は
ひ
と
ま
ず
国
家
の
法
的
根
本
秩
序
(
お
与
岳
円
Z
C
E
E
l

。E
E品
帝
国

gsg)と
し
て
理
解
さ
れ
る
(
均
時
)
。
つ
ぎ
に
構
造
の
概
念
と
し
て
は
、

ω形
式
的
構
造
概
念
と
し
て
の
関
係
の
集
合

北法18(3・11)417 



説

(見巾}丘一昨。ロ
mm巳
-cm巾)、

北法18(3・12)418 

論

ω実
質
的
構
造
概
念
と
し
て
存
在
的
実
体

(
O
E
O
-
。包回円

Z
m
g
T
E
)
を
含
む
も
の
、

ω内
部
構
成
と
し
て
の

(の品目

U
F
1
5
E
3
H
2
0
2
N巾
ロ
)
な
ど
が
あ
る
が
(
均
時
h
f
)

、
こ
こ
で
は
、
判
と
同
の
丁
度
中
間
的
な
い
み
で
用
い
ら
れ
る

ね

dN)。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
構
造
概
念
で
は
関
係
の
集
合
が
前
面
に
出
る
o

し
か
し
、
関
係
は
孤
立
し
て
登
場
し
う
る
も
の
で
な
く

た
だ
単
に
構
成
部
分
間

(
N
百
円
宮
口
径
旦
刊
と
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
構
造
の
下
に
は
そ
の
聞
に
一
定
の
関
係
が
あ
る

L 、
み

「
要
素
」
の
構
成
(
〉

C
F
2
2∞
〉
巴
巾

5
2同

g〈
)
も
ま
た
含
め
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

単
な
る
関
係
の
集
合
を
越
え
て
構
造
概
念
は
機
能
的
連
闘
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
個
々
の
関
係
が
孤
立
し
て
考
察
さ
れ
る
‘
べ
き
で

は
な
く
、
関
係
聞
の
相
互
依
存
関
係
(
同
ロ
丹
市
円
借
宮
口
仏
g
N
)
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
憲
法
構
造
に
よ
っ
て
法
的
な
国
家
構
造
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
構
造
は
規
範
組
織

(
Z
2
5
2唱
E
m
g
、
成

文
並
び
に
不
文
の
法
規
の
組
織
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
と
り
わ
け
、
多
く
は
憲
法
原
則
(
〈
2
p
g己
ロ
関
与
HEN--u-g)
と
表
現
さ
れ
る
規

範
集
合
体
で
あ
る
o

憲
法
構
造
は
機
能
的
連
関
と
し
て
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
解
釈
に
と
っ
て
は
、
個
々
の
法
規
の
孤
立
し
た
考
察
を

排
除
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
個
々
の
要
素
の
相
互
依
存
性
を
考
意
し
つ
つ
全
体
連
闘
よ
り
解
釈
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
(mldN)。

憲
法
構
造
に
お
い
て
適
法
律
性
原
理
は
決
定
的
な
地
位
を
占
め
る
o

機
能
的
連
闘
に
お
い
て
は
全
体
は
部
分
に
部
分
は
全
体
に
相
互
に

影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
、
憲
法
構
造
は
適
法
律
性
原
理
の
内
容
と
機
能
的
地
位
を
規
定
す
る
。
適
法
性
原
理
の
方
で
も
こ
の
構
造
を
特
色
つ

け
る
。
基
木
法
秩
序
に
お
け
る
適
法
律
性
原
理
の
場
合
の
如
く
、
構
造
が
全
体
と
し
て
知
ら
れ
、
機
能
的
連
闘
の
要
素
が
探
究
さ
れ
た
場
合

に
の
み
、
構
造
分
析
は
、
部
分
の
適
当
な
機
能
的
地
位
と
内
容
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
お
。
dN)。

イ
ェ
シ
ュ
が
こ
の
間
題
に
つ
い
て
と
っ
て
い
る
方
法
上
の
用
意
で
あ
る
。
こ
れ
が
具
体
的
に
如
何
な
る
展
開
を
み
せ
る
か
、

以
上
が
、

こ
れ
が
第
二
の
問
題
で
あ
る

J

以
下
彼
の
論
述
を
追
う
こ
と
に
し
よ
う
コ



(1)

ト
ボ
イ
と
ほ
、
ギ
リ
三
ノ
語
の
〈
吋
宮
崎
、
子
忌
号
内
〉
，
↑
由
来
し
、
ラ
テ
ン
語
の
〈
7
月

E
〉
二
相
当
す
る
。
即
ち
-
ー
場
所
」
の
意
味
で
あ
る
c

周

知
の
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
「
ト
ピ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
論
理
学
の
書
が
あ
る
が
、
こ
の
「
ト
ポ
ス
」
の
語
は
論
理
学
上
、
修
辞
学
上
に
用
い
ら
れ

(
英
語
の
ぎ
玄
口
参
照
)
、
後
年
さ
ら
に
心
理
学
上
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
位
相
」
心
理
学
が
こ
れ
で
あ
る
。
訳
し
に
く
い
の
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
。

立
憲
君
主
制
の
憲
法
構
造
に
お
け
る
法
律
の
留
保
(
侵
害
留
保
)

(l)J 

イ
ェ
シ
ュ
は
、
立
癒
君
主
制
の
憲
法
構
造
の
基
本
的
特
色
を
、

い
る
(
日
間
寸
Mom--…
-
戸
)
。
彼
に
よ
れ
ば
、
立
憲
君
主
制
の
憲
法
構
造
は
君
主
原
理
(
日
。
ロ
日
各
月
宮
口

PEN-句
)

(mdN)。
し
か
し
な
が
ら
、
主
権
論
争

(m-dp)に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
憲
君
主
制
は
思
想
史
的
に
は
立
憲
主
義
の
実
現
で
あ

り
、
君
主
主
権
に
代
え
て
国
家
主
権
が
主
張
さ
れ

(mdN)、
閏
家
権
力
の
所
在
と
行
使

3
5
2
3
N
C
E
〉

5
5
5ぬ
)
の
区
別
が
承
認

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
質
的
に
は
国
民
主
権
の
承
認
を
い
み
す
る
(
呼
出
円
)
。
君
主
は
最
早
、
機
関
主
権
(
機
関
最
高
性
?
。
円

mgl

∞
2
2
5ロ
富
片
)
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い

(mdN)。
し
か
し
、
君
主
は
な
お
執
行
権
の
長
と
し
て
、
そ
の
限
り
で
は
、
な
お
絶
対
の
支
配

者
で
あ
る
。
社
会
は
絶
対
的
国
家
を
憲
法
の
枠
の
中
に
押
し
込
め
た
が
、
執
行
権
力
の
中
に
お
い
て
君
主
は
な
お
自
由
な
る
活
動
領
域
を

国
家
と
社
会
の
対
立
に
基
礎
を
置
く
二
元
論

(OE--田
5
5
)

に
み
て

に
そ
の
基
礎
を
置
く

『イエジュにおける憲法構造論

有
す
る
。

そ
の
外
枠
は
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
国
家
の
(
正
確
に
は
執
行
府
の
)
内
部
領
域

(円ロロ

2
5戸
B
仏

g
ω
g
2
2
《ユ

nz-m

与
四
円
何
百

}
g
t
s》
)
で
あ
る
(
均
約
吋
)
。
の
み
な
ら
ず
、
疑
わ
し
い
場
合
に
権
限
の
推
定
は
最
高
機
関
で
あ
る
君
主
の
た
め
に
語
る
(
町
内
乙
。

こ
の
よ
う
に
、
君
主
原
理
と
立
憲
主
義
の
妥
協
の
産
物
と
し
て
の
立
憲
君
主
制
に
お
い
て
は
、
閤
家
(
執
行
府
)
の
固
有
の
内
部
領
域

ω
d
告

と
、
社
会
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
外
部
領
域
い
い
か
え
れ
ば
法
に
よ
司
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
社
会
の
固
有
領
域
と
が
区
別
さ
れ
る

(
m
l
J
S。
叫q

t
u
 

の
支
配
す
る
分
野
で
あ
る
。
こ
の
二
元
的
対
立
は
、
政
府
対
議
制法

前
者
は
非
法

(ZF円}忌
l
m
2
Z
)
の
分
野
で
あ
り
、
後
者
が
法
(
河
巾
円
宮
)

会
、
国
家
対
社
会
、
君
主
対
国
民
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
現
わ
れ
て
い
る
(
勾
説
)
。



説

侵
害
留
保
の
成
立
と
内
容

北法18(3・14)420

三
の
一

付

一
般
的
な
侵
害
留
保
の
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
刑
事
法
と
税
法
の
分
野
に
ま
ず
法
律
の
留
保
が
認
め
ら
れ
た
。
国
家
刑
罰
権
の
発

論

動
が
個
別
的
法
律
規
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
当
初
は
法
的
安
定
の
要
求
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

多
く
は
支
配
者
が
自
己
自
身
の
法
規
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
官
房
司
法
の
排
除
と
刑
事
立
法
権
・
刑
事
司
法
権
の
分

立
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
を
失
な
っ
た
。
罪
刑
法
定
主
義
の
勝
利
は
立
法
権
と
執
行
権
の
分
離
、
立
法
へ
の
国
民
代
表
の
参
加
に
よ
っ
て
完

成
さ
れ
る
(
録
。
立
。
法
律
の
支
配
は
執
行
権
に
対
す
る
立
法
者
の
支
配
で
あ
る
。
か
く
て
刑
事
裁
判
官
の
厳
格
な
拘
束
と
類
推
解
釈
の
禁

止
は
新
た
な
根
拠
が
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(
吋

J
P
E
)。
こ
の
よ
う
な
民
主
的
な
法
律
概
念
は
、
紘
一
寸
族
議
会
に
お
け
る
課
税
に
対
す

る
同
意
に
も
そ
の
前
身
を
も
っ
て
い
る
(
m
l
d
h
R
)
。
こ
の
両
分
野
に
お
け
る
留
保
が
完
成
さ
れ
て
始
め
て
、
国
家
の
負
担
的
執
行
作
用
に

対
す
る
一
般
的
な
適
法
律
性
原
理
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た

(mdh)。

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
立
憲
運
動
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
国
家
へ
の
参
与
に
よ
る
国
家
か
ら
の
自
由

(
F
a
z
x
〈
。

B
ω
S
E
ι
5
n
r
叶
色

E
Z

一
九
世
紀
を
特
色
づ
け
る
君
主
主
権
と
国
民
主
権
の
妥
協
は
、

は
民
主
的
法
律
概
念
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
法
律
概
念
は
、
「
社
会
」
に
国
家
か
ら
の
自
由
を
保
障
す
る
、

執
行
府
の
独
自
の
権
力
に
基
づ
く
侵
害
に
対
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
個
人
の
領
域

(
H
E
E
Eと
ZREM)
を
国
家
へ
の
参
与
に
よ
っ

て
、
し
か
も
立
法
が
こ
の
個
人
の
領
域
に
及
ぶ
場
合
に
こ
の
立
法
へ
の
同
意
権
を
認
め
る
と
い
う
形
に
よ
っ
て
、

も
の
で
あ
る
(
叩
掛
川
)
。
当
時
の
憲
法
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
o

害
留
保
の
規
定
を
も
っ
憲
法
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、

同日

ω
S巳
ご

一
面
で
は
君
主
原
理
に
よ
り
、

他
面
で

で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

保
障
し
よ
う
と
す
る

一
つ
は
、

一
般
的
な
侵

一
般
的
な
留
保
の
規
定
を
欠
き
立
法
一
般
を
議
会
の
同
意
に
か
か
ら
し
め
る
憲
法

で
あ
る
σ

前
者
は

一
八
一
八
年
の
バ
イ
エ
ル

γ
憲
法
七
章
二
条
、
(
「
個
人
の
自
由
と
国
民
の
財
産
に
関
す
る
一
般
的
な
新
た
な
る
法

)
の
如
く
一
般
的
に
侵
害
留
保

律
の
制
定
・
変
更
・
公
権
的
解
釈
・
廃
止
ば
王
国
等
族
議
会
の
審
議
と
同
意
な
く
し
て
は
な
し
え
な
い



に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、

ま
た
特
別
の
(
寧
事
、

刑
罰
法
、

一
定
の
組
織
法
等
に
関
す
る
)
留
保
に

民
法
、

よ
っ
て
補
わ
れ
、
議
会
の
同
意
を
要
す
る
範
囲
は
明
確
で
あ
る
o

後
者
で
は
こ
の
範
囲
は
法
律
概
念
の
解
釈
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
と
り
わ
け
-
八
五

O
年
の
プ
ロ
シ
ア
憲
法
典
六
二
条
を
め
ぐ
っ
て
問
題
と
な
っ
た
が
、
結
局
は
法
律
の
二
重
性
の
理
論
に
よ
り
、
立

法
の
分
野
は
原
則
と
し
て
、

「
自
由
と
財
産
」
の
定
式

(vm，

E
Z丈
l
E千
百
m
g
Z
B八
1
司

2
B己
)

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
(
実
質
的
法
律

概
念
)
、
特
別
の
留
保
(
形
式
的
法
律
概
念
)
に
よ
っ
て
捕
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
結
局
一
般
に
、
個
人
の
権
利
領
域
を
侵
害
す
る
場
合
に
形
式
的
法
律
の
援
権
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

(mdr)。

し
た
が
っ
て
、
侵
害
留
保
の
内
容
と
範
囲
を
画
す
る
「
自
由
と
財
産
」
の
意
義
が
次
の
-
課
題
と
な
る
。

(1)ω 

自
由
と
財
産

自
由
と
財
産
の
全
て
の
侵
害
に
対
す
る
法
律
の
留
保
に
は
三
つ
の
根
が
あ
る
o

人
間
の
権
利

(宮巾ロ田
n
r
g
H巾円
Z)
に
関
す
る
自

然
法
理
論
、
権
カ
分
立
の
思
想
並
び
に
国
民
主
権
の
原
理
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
要
素
の
結
合
に
よ
っ
て
始
め
て
伝
統
的
な
形
で

ω』

の
侵
害
留
保
が
形
成
さ
れ
た
。
け
だ
し
、
こ
の
留
保
は
、
自
由
と
財
産
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
た
、
国
家
権
力
に
対
し
て
保
護
さ
れ
る

個
人
の
領
域

(
-
E
E
E巾
-
F

∞20-口
Z)
を
前
提
と
し
、
他
方
、
立
法
権
と
執
行
権
の
区
別
を
要
求
し
、
第
三
に
、
こ
の
領
域
に
お
け

る
立
法
に
国
民
代
表
の
参
加
を
要
求
し
う
る
民
主
的
要
素
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
要
素
の
結
合
は
、
ジ
ョ

γ
・
ロ
ッ
グ
に

お
い
て
み
ら
れ
る
(
m
1
4
5
0

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
自
己
同
意
(
。

4
5
8ロ
8
E
)
の
思
想
が
国
家
構
成
の
中
心
を
な
し
、
こ
の
自
己
同
意
の
フ
ィ
ク
シ

ロ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
生
命
・
自
由
・
財
産
(
巾
印
窓
序
回
)

『イェシュにおける憲法構造論

ョ
γ
の
上
に
侵
害
留
保
の
思
想
と
内
容
が
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
o

つ
く
る
め
て
〈
官
。
官
三
可
〉
と
呼
ぶ
場
合
と
、
自
由
と
財
産

(
Z
Z
3司
自
門
戸
官
。
宮
同
片
山
、
)
と
を
並
置
し
て
用
い
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
人

は
、
そ
の
権
利
す
な
わ
ち
生
命
・
自
由
・
財
産
を
守
る
た
め
に
の
み
社
会
契
約
を
結
ん
で
国
家
権
力
に
服
す
る
。
政
府
の
任
務
は
他
な
ら

を
ひ

北法18(3・15)421



論

ぬ
こ
の
財
貨
の
維
持
(
℃
門
2
2〈
白
色
。
コ
え
℃
3-お
円
さ
で
あ
る
(
町
内
時
間
)
。
国
家
は
か
く
て
専
ら
市
民
と
そ
の
権
利
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
.
「
個
人
の
領
域
(
『
岳
〈

E
5
-
4
7
r
g
の
」
全
て
の
侵
害
に
は
そ
の
同
意
が
必
-
袋
で
あ
る
。
法
律
は
、
国
民
の

そ
の
自
己
の
権
利
に
関
す
る
自
己
規
定

(ω
乙
宮
手

2
5
5
5
m
)
で
あ
る

(m・
0
4
5
0
こ
の
よ
う
な
ロ
ッ
グ
の
構
成
か
ら
法
律
の
留
保
と

優
越
も
出
て
く
る
。
け
だ
し
、
こ
の
国
民
よ
り
成
立
せ
し
め
ら
れ
た
立
法
府
の
援
権
な
く
し
て
、
も
し
く
は
、
こ
れ
に
反
し
て
執
行
府
が

北法18(3・16)422

説

活
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
執
行
府
は
そ
の
統
治
作
用

(
F
2
0
m三
守
巾
)
に
お
い
て
は
法
律
の

留
保
と
優
越
の
拘
束
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
統
治
作
用
と
は
、
規
則
な
く
し
て
公
益
を
実
現
す
る
権
力
に
他
な

ら
な
い

(
p
g官
P
、
巾
ぽ
ロ

E
Y
E
m
σ
E
子
巾
旬
。
者
買
え
号

5
m
℃己

g
r
m
g弘
吉
子
O
E
H

白
E
F
)
が
、
こ
れ
は
今
日
い
う
と
こ
ろ
の

国
家
の
給
付
作
用
を
法
律
の
留
保
か
ら
は
ず
す
こ
と
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
立
法
者
の
役
割
は
専
ら
市
民
の
生
命
・
自

由
・
財
産
の
維
持
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
上
に
執
行
府
を
拘
束
す
る
こ
と
は
不
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
給
付
に

つ
い
て
の
留
保
も
暗
黙
裡
に
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

(mdh)。

ロ
ッ
グ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
民
主
的
法
律
概
念
・
権
力
分
立
原
理
並
び
に
国
民
主
権
の
思
想
の
結
合
は
、

つ
い
に
は
ア
メ
リ
カ
諸
州

が
ら
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
二
元
論
(
ロ
ロ
色
町
B
5
)

フ
ラ
シ
ス
の
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
及
び
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
制
の
諸
憲
法
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
な

の
特
色
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た

(md

一f)。

一
八

O
八
年
五
月
一
日
の
バ
イ
エ
ル
ソ
憲
法
草
案
第
七
条
(
「
国
家
は
、

の
憲
法
、

全
国
民
に
人
身
並
び
に
財
産
の
安
全
:
・
;
:
:
を
保
障
す
る
」
)
に
始
め
て
登
場
し
た
。
ド
イ
ツ
諸
憲
法
に
こ
の
定
式
を
と
り
入
れ
る
に
つ

し
か
も
国
民
代
表
の
同
意
に
拘
束
さ
れ
る
立
法
の
範
囲
を
示
す
た
め
に
こ
の
定
式
を
と
り
入
れ
る
に
つ
い
て
最
も
功
績
の
あ
っ
た

自
由
と
財
産
の
定
式
は
、
ド
イ
ツ
憲
法
史
に
お
い
て
は
、

い
て
、

の
は
フ
オ

γ
・
シ
ュ
タ
イ

γ
男
爵
で
あ
る
、
が
、

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
プ
ロ
シ
ア
草
案
に
お
け
る
同
様
の
規
定
は
彼
に
遡
る
し
、

ま
た
彼
の
影

響
下
に
ナ
サ
ウ
公
爵
領
憲
法
中
に
こ
の
定
式
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
八
一
四
年
九
月
一
・
二
日
の
勅
書

(
3
2
2
)
第
二
条
に
始
め
で
、



立
法
権
限
と
の
関
連
に
お
い
て
こ
の
定
式
が
登
場
し
、
以
降
殆
ん
ど
全
て
の
憲
法
に
お
い
て
、
人
の
自
由
と
財
産
と
が
言
及
さ
れ
る
こ
と

こ
-
工
っ
こ
ヘ
C
E
R
E
戸

C

!
i
J
J

、
J

j

p

叩
・
戸
N
以

内

e
』

分
に
、
時
に
は
議
会
の
協
賛
権
の
規
定
の
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
侵
害
留
保
の
規
定
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
お
り
、
規
定
の
仕
方
は
不
統
一

で
あ
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
両
側
面
は
思
想
史
的
に
も
ま
た
理
論
体
系
的
に
い
っ
て
も
共
に
一
つ
の
も
の
を
構
成
し
て
い
る
。
基
本

た
だ
、
実
定
諸
憲
法
上
で
は
、

こ
の
両
概
念
は
棺
結
合
し
た
り
分
離
し
た
形
で
、

時
に
は
憲
法
の
基
本
権
の
部

権
も
留
保
に
よ
る
立
法
の
範
囲
の
限
定
も
両
者
は
共
に
、

か
ち
と
ら
れ
た
国
家
か
ら
の
自
由
の
法
的
現
象
で
あ
る
o

人
間
の
権
利
は
個
人

の
領
域
を
形
成
し
、
留
保
は
こ
の
領
域
を
社
会
の
代
表
者
の
コ

γ
ト
ロ
ー
ル
に
服
せ
し
め
る

(midな
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

G
-
イ
ェ
リ

ネ
グ
の
い
う
と
こ
ろ
の
消
極
的
地
位
な
い
し
自
由
な
る
地
位

B
S吉
田
忠
宮
内
F45
。
仏

2
g
2
5
-
-ゲ
巾
ユ
三
宮
)
は
個
々
の
ば
ら
ば
ら
な

権
利
か
ら
成
る
も
の
で
は
な
く
、

統
一
的
な
個
人
の
領
域
(
巳

5
3
M
Y
Z
F
Z
Hロ
岳
三
岳
山
}
壱
}
る
お
)

で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

自
由
と
財
産
と
い
う
定
式
は
、
こ
の
統
一
的
包
括
的
地
位
を
人
的
・
物
的
の
両
側
面
か
ら
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
の
包

括
的
な
自
由
の
地
位
よ
り
出
発
す
れ
ば
、

さ
ら
に
、
基
本
権
並
び
に
侵
害
留
保
の
両
者
も
ま
た
こ
れ
の
二
構
成
要
素
を
な
す
に
す
ぎ
な
い

(1)jJ 

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
留
保
に
よ
っ
て
、
消
極
的
地
位
を
侵
害
す
る
法
規
が
社
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
議
会
の
同
意
に
か
か
ら
し

『イェシ""における憲法構造論

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
立
法
府
と
執
行
府
の
区
別
、
法
律
と
命
令
の
区
別
が
な
さ
れ
る
。

わ

つ
ぎ
に
他
の
構
成
要
素
す
な
わ
ち
、

ゆ
る
基
本
権
の
客
観
的
機
能
に
よ
り
、
自
由
と
財
産
に
対
す
る
個
々
の
侵
害
に
つ
い
て
法
律
の
留
保
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
執

行
府
と
個
人
の
間
に
限
界
が
引
か
れ
る
(
附
2
日
明
)
。

諸
憲
法
に
お
け
る
規
定
の
仕
方
に
は
様
々
の
も
の
が
あ
る
(
問
。
d
r
)
が
、
立
法
が
君
主
と
議
会
の
共
働
に
服
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
暗
黙
に
侵
害
留
保
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
い
み
で
後
期
立
憲
期
の
国
法
学
が
こ
の
関
係
で
実
質
的

北法18(3 .17) 423 

法
律
概
念
を
用
い
、
立
法
の
留
保
に
関
す
る
規
定
を
侵
害
留
保
の
意
味
に
解
し
て
い
る
の
は
正
し
い
。
け
だ
し
、
立
憲
君
主
制
に
お
け
る

法
樟
の
留
保
は
、
人
権
と
い
う
自
然
法
理
論
を
民
主
的
法
律
概
念
に
か
ら
ま
せ
て
合
理
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
は
、
国
家
か
ら
の
回



説

有
領
域
の
確
保
と
国
家
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
立
法
へ
の
参
与
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
全
部
留
保
の
い
み
で

論

の
国
家
活
動
の
全
領
域
へ
の
干
渉
は
国
民
主
権
を
認
め
る
こ
と
に
帰
し
、
君
主
制
涼
理
に
矛
盾
し
よ
う
(
町
民
)
。

当
初
は
特
に
怒
意
的
な
逮
捕
な
ど
に
対
し
て
身
体

な
お
、

「
自
由
と
財
産
」
の
概
念
も
次
第
に
広
く
理
解
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

的
行
動
の
自
由
を
確
保
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
人
身
の
自
由

(岳巾

P
a
z
-円
借
円

3
5
8
)
」
も
後
に
は
包
括
的
な
活
動
の
向

由

(
g
B
p
z
g庶
民
自
己

5m山田内同刊日}戸巾伊丹)
を
い
み
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
に
い
た
り
、

財
産
権
の
保
障
と
と
も
に
「
法
律
に
よ
っ
て

禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
な
し
う
る
権
利
で
あ
る
」
と
包
括
的
に
理
解
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
基
本
権
保
障
と
民

主
的
法
律
概
念
と
が
統
一
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
(
吋

dr)。

ω
こ
の
よ
う
な
い
み
で
の
自
由
・
財
産
の
定
式
は
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
に
も
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
o

そ
の
一
一
四
条
一
項
一
号
の
人

身
の
自
由
の
保
障
は
、
全
行
動
の
自
由
を
包
括
す
る
自
由
権

(2ロ
島

2
刃
包

B
Z
民
自
己
g
m由同
E
r
s
c
g
p回目巾
E
2
P
a
z
-
a
n
n
z一

と
み
ら
れ
た

(mldu。
財
産
権
概
念
も
同
様
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
か
つ
物
権
の
限
定
が
解
か
れ
債
権
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、
結
局
、
私

的
財
産
権
の
全
て

C
E
g
官

2
2
2
〈

R
B
C
m
g
n
R
Z
u
仏
「
・
仏

2
胃
8
5
Z
宮
守
三
四
回

g
I
N田
仲
間
口
仏
)
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
と

し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
内
4
h
)
。

ワ
イ
マ

I
ル
憲
法
同
様
に
自
由
・
財
産
へ
の
全
侵
害
に
対
す
る
一
般
的
な
留
保
を
特
に
定
め
て
い
る
わ
け
で
は

今
日
の
基
本
法
に
も
、

な
い
が
、
法
律
の
留
保
と
結
合
し
た
基
本
権
か
ら
当
然
に
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
o

通
説
は
、
基
本
法
二
条
一
項
を
公
権
の
い

み
で
の
・
自
由
に
対
す
る
一
般
的
包
括
的
権
利

(
m
2
2乙
F
P
E
u
r
a
g門一
g
H
N
2
Z
由
民
間

E
Z
F
-
-
∞・

2
ロ
2
2
Z存
立
〈
l
丘町巾

E
l

ロ
ロ
ケ
巾
ロ
岡
山
市
内
「
仲
間
)
を
意
味
し
、

か
く
て
こ
れ
は
、
原
則
と
し
て
人
間
の
自
由
活
動
の
全
形
式
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
二
条
一
頃
か
ら
は
、
侵
害
の
適
法
律
性
を
要
求
す
る
権
利
(
巾

E
E
σ
v
r守
g
H
N
2宮
田
口
問
。

2
2
N
E
B
-
m
r巾
広
母
回
目
口
問
同
日
目
)

を
も
生
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(
m
J吋
)
。
こ
の

A

A

条
一
項
の
広
い
解
釈
に
対
応
し
て
、
基
木
法
一
四
条
は
、
市
民
の
財
産
的
領
域
の
包

北法18(3・18)424 



括
的
保
障
を
い
み
す
る
も
の
で
あ
る
と
通
説
は
解
し
て
い
る
o

今
日
全
て
の
財
産
的
価
値
あ
る
私
権
が
基
本
権
の
保
護
を
享
け
る
。
た
だ
、

公
権
を
財
産
的
概
念
に
入
れ
る
こ
と
に
は
議
論
が
あ
る
が
。
結
局
、
基
本
権
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
た
広
範
な
自
由
と
財
産
の
領
域
が

法
律
の
留
保
に
服
す
る
こ
と
が
基
本
法
秩
序
に
よ
っ
て
確
定
し
て
い
る
と
い
え
る
(
作
成
h
L。

侵
害
留
保
の
内
容

三
の
こ

(1) 十う

侵
害
留
保
と
命
令

絶
対
国
家
で
は
法
律
と
命
令
の
形
式
上
の
区
別
は
な
か
っ
た
が
、
立
窟
国
家
は
立
法
の
分
野
に
区
別
を
生
ぜ
し
め
た
。
す
な
わ
ち

議
会
の
参
与
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
国
家
行
為
と
執
行
府
が
単
独
で
な
し
う
べ
き
そ
れ
と
を
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

法
律
と
命
令
(
の
2
2
N
ロ
-JN20丘
E
ロ閃)

の
用
語
上
の
区
別
は

ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
以
来
ヴ
ュ
ル
テ

γ
ベ
ル
グ
の
国
法

上
た
ち
ま
ち
一
般
化
し
た
。
当
時
は
、
君
主
の
命
令
を
〈
の
巾
認
定
巾
〉
、
議
会
の
参
与
な
し
に
行
な
わ
れ
る
そ
れ
を
〈
〈
2
0
Eロ
E
M
m
g〉
と

(1)J] 

称
し
た
(
町
・
2
日
)
。
こ
の
大
ざ
っ
ぱ
な
区
別
は
、
後
に
ラ

i
バ
ン
ト
に
よ
り
、
そ
の
実
質
的
・
形
式
的
基
準
の
助
け
に
よ
っ
て
精
細
な
も
の

と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
理
論
で
は
法
規
(
見
2
吉
田
回
三
N
)

と
実
質
的
意
味
で
の
法
律
が
同
一
の
も
の
と
さ
れ
る
一
方
、
実
質
的

意
味
の
命
令
は
法
規
た
る
の
性
質
を
も
た
な
い
と
こ
ろ
か
ら
一
般
的
に
行
政
規
則
(
〈
句
者
曲
目

Z
ロ
mm話
B
Eロ
ロ
ロ
ぬ
)
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

に
対
し
て
形
式
的
意
味
の
命
令
は
実
質
的
法
律
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ラ

1
バ
ン
ト
以
来
法
規
命
令
(
初
2
Z
2
2
2仏
E
ロ
ぬ
)
と
呼
ば
れ
て

い
る

(modu
。

と
こ
ろ
で
、
自
由
、
財
産
の
定
式
は
、
二
重
の
方
法
で
法
律
と
命
令
の
区
別
に
役
立
つ
。
ま
ず
、
実
質
的
法
律
と
実
質
的
命
令
の
区
別

は
、
そ
れ
が
自
由
と
財
産
に
関
す
る
(
ゲ
巾
片
足
以

g)
執
行
府
の
一
般
的
命
令
な
り
や
否
ゃ
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
自
由
と
財
産
に
関
す

北法18(3・19)425 
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る
も
の
で
あ
れ
ば
実
質
的
意
味
の
法
律
(
法
規
命
令
)
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
実
質
的
命
令
(
行
政
規
則
)
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
形

式
的
区
別
は
、
形
式
的
意
味
の
命
令
(
法
規
命
令
)
で
、
市
民
の
自
由
と
財
産
を
侵
害
す
る
(
企
品

5同

2)
も
の
は
、
法
律
形
式
に
よ



説

る
援
権
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
存
す
ゐ
G

V

)

の
自
由
・
財
必
の
定
式
の
二
重
の
機
能
芯
暗
黙
裡
で
は
あ
る
が
広
く
認

た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
法
領
域
の
医
別
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
法
分
野
に
関
す
る
全
て
の
命
令
を
実
質
的
意
味
の
法
律
、

し
た
が
っ
て

北法18(3・20)426 

め
ら
れ
て
い
た
が

こ
の
両
場
合
が
同
様
に
取
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
実
質
的
法
律
概
念
は
、

法
の
領
域
と
非
法
の
領

5命

域
、
市
民
の
法
的
・
個
人
的
領
域
と
国
家
の
領
域
、
国
家
か
ら
み
て
の
外
部
と
内
部
、
法
的
行
為
と
法
か
ら
自
由
な
内
部
行
為
の
区
別
の

法
規
命
令
と
す
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
自
由
・
財
産
を
制
限
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
給
付
の
付
与
も
、
そ
の
実
質
的
要
件
・
形
式
的
要
件

の
確
定
を
含
め
て
、
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
市
民
の
法
的
地
位
の
改
善
も
同
様
に
、
個
人
の
領
域
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

(mldu。
と
こ
ろ

が
、
法
律
の
留
保
に
服
す
る
の
は
、
全
て
の
命
令
で
は
な
く
、
自
由
・
財
産
を
侵
害
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
o

こ
の
よ
う
な
留
保
の
解
釈

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
法
領
域
を
守
る
た
め
に
市
民
が
君
主
の
絶
対
的
権
力
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
き
た
、

留
保
の
遮
蔽
的
機
能

に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
同
家
実
務
並
び
に
学
説
も
侵
害
留
保
を
認
め
る
点
で
一
致
し
て
い
た
お
!
日
)
。

立
憲
時
代
の
国
法
学
に
お
い
て
特
別
の
法
律
の
授
権
が
不
安
な
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
同
緊
急
命
令
、

ω自
由
・

財
産
を
侵
害
し
な
い
命
令
(
行
政
規
則
や
執
行
命
令
、
給
付
を
与
え
る
法
規
命
令
な
ど
)
、
仲
特
別
権
力
関
係
に
お
け
る
も
の

ωそ
の
他

内
部
関
係
に
お
け
る
訓
令
等

(mldア
)
。

ω
こ
の
よ
う
に
し
て
、
立
滋
凶
家
に
お
け
る
執
行
府
に
よ
み
命
令
の
定
立
に
は
、
法
律
の
援
権
な
く
し
て
行
な
わ
れ
る
場
合
と
法
律

の
援
権
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。

(
〉
げ
田
内
}
ユ
コ
ロ
ロ
ロ
ぬ
田
山
口
『
ぬ
回
一
〕
巾
)

法
律
の
授
権
な
く
し
て
行
な
わ
れ
る
場
令
、
す
な
わ
ち
法
律
の
留
保
の
外
に
お
い
て
は
、

執
行
府
は
自
立
的
命
令
権

(azs三一
m
g

〈
2
0己ロ
C
H
d
m回
同
巾
円
宮
)

を
も
っ
。
こ
の
行
政
活
動
の
分
野
で
は
、

憲
法
上
・
特
別
法
上
の
援
権
が
命
令
に
つ
い
て
有
す
る
場
合
に
も
、

命
令
権
は
「
国
家
自
体
の
性
質
よ
り
生
ず
る
」

あ
り
、
こ
の
命
令
権
よ
、
立
憲
国
家
の
一
般
的
・
実
質
的
憲
法
に
属
す
る

(m.4む
。
こ
の
命
令
権
は
絶
対
時
代
か
ら
の
遺
産
で
あ
る
。
こ

こ
れ
は
宜
言
的
な
い
み
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
限
り
で
、

(
0・
H
巾百

SF)
も
の
で



で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
(
時
点
)
。
こ
れ

に
対
し
て
、
法
律
の
留
保
領
域
内
部
に
お
い
て
は
、
法
律
の
援
権
は
形
成
的
性
質
を
も
っ
。
こ
れ
な
く
し
て
の
命
令
の
定
立
は
違
訟
で
あ

り
、
命
令
は
、
法
に
従
い
・
法
の
枠
内
で
(
凹
2
5丘
z
g
F宮
B

F

E円
B

F
常
明
)
の
み
許
さ
れ
る
。
こ
の
分
野
で
は
法
律
は
、
外
枠
の

み
で
は
な
く
、
行
政
活
動
の
原
因
で
あ
る
。
自
立
的
命
令
権
は
当
然
否
定
さ
れ
る
(
勾
品
川
)
。

ワ
イ
マ

l
ル
期
の
国
法
学
も
、
立
憲
君
主
制
の
基
礎
の
上
に
生
れ
た
概
念
を
採
用
し
た
。
概
念
の
定
義
と
限
界
づ
け
は
大
体
そ
の

こ
で
は
法
律
は
、

で
は
な
く
、

外
枠

(ω
口

rgr)

執
行
府
の
有
効
な
活
動
の
原
因
(
口
同
窓
口
ゲ
巾
)

(3) 

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
七
七
条
か
ら
は
、
全
て
の
法
規
命
令
に
つ
い
て
特
別
の
法
律
の
援
権
を
必
要
と
す
る
と

解
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
解
釈
は
分
か
れ
、
通
説
は
や
は
り
侵
害
留
保
の
意
味
に
限
定
し
た

(mdh?ω

日

n
…
日
)
。
な
お
、
留
保
の

分
野
に
お
け
る
委
任
立
法
の
範
囲
に
つ
き
、
無
制
限
な
る
援
権
や
包
括
的
援
権
を
違
憲
と
す
る
学
説
も
存
在
し
た
が
、
周
知
の
通
り
実
際

に
は
包
括
援
権
が
行
な
わ
れ
た

(midケ
)
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
現
在
の
基
本
法
は
一
段
の
前
進
を
み
せ
て
い
る
。
ま
ず
基
本
法
八

O
条
に
よ
っ
て
、
包
括
的
援
権
は
否
定
せ

ま
ま
で
変
化
は
な
い
。
た
だ
、

(l)j 

ら
れ
、
援
権
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
べ
き
命
令
の
可
能
な
内
容
が
援
権
法
自
体
よ
り
予
見
可
能
な
よ
う
に
、
援
権
の
内
容
・

『イエシュにおける憲法構造論

目
的
お
よ
び
程
度
が
法
律
の
中
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
o

さ
ら
に
、
同
八

O
条
一
項
は
全
て
の
法
規
命
令
に
適
用

あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
給
付
の
付
与
の
要
件
・
手
続
を
定
め
る
規
律
も
八

O
条
一
項
に
拘
束
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
務
は
、

ま
ず
実
際
上
の
必
要
に
応
じ
て
便
宜
的
に
法
規
命
令
と
行
政
規
則
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
規
定
の
拘

束
を
免
れ
て
い
る
o

こ
れ
は
、
特
別
の
法
律
の
援
権
を
欠
く
場
合
に
、
国
家
目
的
の
た
め
の
財
産
的
給
付
そ
の
他
の
援
益
の
要
件
・
形
式

・
内
容
を
行
政
規
則
に
よ
っ
て
規
律
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
法
規
命
令
定
立
の
援
権
を
法
律

に
よ
る
包
括
的
援
権
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o

し
か
も
残
念
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
国
家
実
務
を
承

認
し
て
い
ゐ
の
で
あ
る
(
刊
行
れ

-γ
れに
l
h
H
b
U
1わ
引
に
わ
h
d、
三
乙
。

北法18(3・21)427 



説

~ 

侵
害
留
保
と
個
別
的
行
為

(1) 

立
憲
君
主
制
憲
法
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
留
保
に
関
す
る
規
定
は
、

ま
ず
第
一
次
的
に
は
、
法
律
の
援
権
に
依
存
す
る
命
令

論

権
と
こ
れ
か
ら
独
立
の
命
令
権
と
の
区
別
に
そ
の
主
限
が
あ
り
、
個
別
的
行
為
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
優
越
か
ら
の
間
接
的
コ

γ
ト
ロ
ー

ル
は
あ
っ
た
が
、
個
別
的
行
為
に
よ
る
自
由
・
財
産
の
侵
害
に
対
す
る
留
保
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
(
問
。
説
)
。

個
別
的
行
為
に
つ
い
て
の
留
保
は
、
し
た
が
っ
て
憲
法
か
ら
直
按
導
き
出
す
に
は
基
本
権
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
他
は
な
い
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
自
由
の
領
域
は
、
個
々
の
基
本
権
と
の
関
連
か
ら
こ
れ
を
統
一
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
条
文
か

ら
法
律
の
留
保
を
導
き
出
す
こ
と
は
必
ず
し
も
直
ち
に
出
来
得
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
個
別
的
行
為
に
対
す
る
侵
害
留
保

を
も
含
ん
だ
包
括
的
な
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
は
、
諸
憲
法
の
発
布
と
と
も
に
直
ち
に
一
般
に
貫
徹
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
般
的
に
個
別
的
侵
害
に
対
す
る
留
保
の
実
現
が
遅
か
っ
た
理
由
は
、
既
に
存
在
す
る
前
憲
法
的
援
権
並
び
に
慣
習
法

的
援
権
の
た
め
に
、
個
別
的
行
為
に
対
す
る
法
律
の
根
拠
の
原
則
的
な
必
要
が
さ
ほ
ど
痛
切
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

こ
の

点
で
立
法
の
分
野
と
事
情
を
異
に
し
た
(
m
j自
)
。
執
行
府
の
領
域
特
に
警
察
缶
務
の
分
野
で
は
、
絶
対
国
家
か
ら
立
憲
国
家
へ
の
変
革
に

よ
っ
て
急
激
な
変
化
が
な
か
っ
た
か
ら
、
個
別
的
行
為
に
対
す
る
留
保
を
拡
大
す
る
動
機
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
け
だ
し
、
執
行
権
の
伝

こ
の
よ
う
に
、

統
的
な
権
限
の
枠
内
で
の
個
別
的
行
為
に
よ
る
事
実
上
新
た
な
負
担
は
、
広
く
自
明
の
こ
と
と
受
取
ら
れ
、
そ
の
法
根
拠
の
問
題
が
生
じ

と
り
わ
け
継
続
性
(
開
。

E
E巳
毘
同
)

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

の
思
想
が
こ
の
問
題
の
発
生
を
妨
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

(2) 

し
か
し
な
が
ら
、
立
憲
思
潮
の
要
求
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を
長
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
を
許
さ
な
い
。
個
人
の
消
極
的
地

位

(

凹

E
5
5
m阻止
42凹

)

は

一
般
規
範
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、

特
別
規
範
(
個
別
的
侵
害
、
行
政
行
為
)
に
対
し
て
も
保
護
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
れ
の
み
が
立
憲
国
家
の
根
本
思
想
に
適
合
し
た
(
町
。
説
)
。

個
別
的
行
為
に
つ
い
て
の
留
保
の
理
由
づ
け
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
立
法
の
分
野
で
の
侵
害
留
保
を
個
別
的
行
為

北法18(3・22)428 



に
も
拡
張
す
る
考
え
が
あ
る
o

し
か
し
、
こ
れ
の
み
で
は
論
拠
が
不
充
分
で
あ
る
o

そ
こ
で
次
に
、
基
本
権
の
客
観
的
機
能
が
持
出
さ
れ

る
o

こ
の
目
的
に
適
し
た
自
由
と
財
産
の
解
釈
は
、
法
律
も
し
く
は
同
様
の
援
権
を
欠
く
個
別
的
行
為
に
対
し
て
も
個
人
の
領
域
を
守

る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
趣
旨
の
一
八
三
五
年
ヘ
ッ
セ

γ
高
等
控
訴
院
の
判
例
も
あ
る
(
吟
社

r)。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
散
発
的
な

も
の
で
あ
る
し
、
そ
の
他
の
学
説
上
の
主
張
も
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
個
別
的
行
為
に
対
す
る
留
保
が
一
般
の
承
認

を
得
る
に
い
た
っ
た
の
は
、

よ
う
や
く
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
七
八
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
八
七
六
年
プ
ロ
シ
ア
上
級
行
政

裁
判
所
は
そ
の
判
決
集
の
第
一
巻
に
お
い
て
既
に
負
担
的
行
為
に
関
す
る
行
政
の
法
律
上
の
権
限
の
問
題
を
取
扱
っ
た
が
、

そ
こ
で
は
別

段
の
根
拠
づ
け
は
な
く
、
元
来
援
権
規
定
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
一
般
州
法
一

O
条
二
項
一
七
号
を
警
察
処
分
の
法
根
拠
と
し
て

採
用
し
た
(
勾
品
川
内
)
。
一
八
七
八
年
に
な
っ
て
、
個
別
行
為
に
対
す
る
法
律
の
留
保
が
ラ

I
バ
γ
ト
と
ロ
イ
ト
ホ
ル
ト
に
よ
っ
て
主
張
さ

れ
、
両
者
は
こ
れ
を
法
治
国
の
本
質
か
ら
導
き
出
し
た
。
し
か
し
、
彼
等
も
そ
の
後
継
者
達
も
正
当
な
理
由
づ
け
と
筋
の
通
っ
た
論
理
に

ょ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

一
つ
の
概
念
の
他
の
概
念
に
よ
る
定
義
づ
け
、

さ
ら
に
は
法
治
国
思
想
と
適
法
律
性
原
理
の
同
一
視
に
よ
る
も

(1)J/ 

一
九
世
紀
に
お
い
て
は
当
初
は
憲
法
理
論
上
の
要
請
と
し
て
登
場
し
、
後
に
は
、
立

の
で
あ
っ
た
o

と
こ
ろ
で
、

」
の
法
治
国
概
念
は
、

Fイェシュにおける憲法構造論

ま
た
は
法
政
策
的
目
的
を
根
拠
づ
け
る
た
め
の
ス
ロ

l
ガ

γ
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
法
治
国
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
何
が
こ
れ
に
属
す
る
か
と
い
う
観
念
像
は
、
時
間
を
か
け
て
出
来
上
っ
て
き
た
も
の
で
あ

憲
制
の
或
る
特
色
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、

る
o

し
か
も
、
国
家
の
侵
害
作
用
に
つ
い
て
の
適
法
律
性
原
理
は
、
こ
の
像
に
お
け
る
要
め
を
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
法
治
国
か
ら
適
法

律
性
原
理
が
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
の
適
法
律
性
原
理
か
ら
法
治
国
が
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
o

北法18(3・23)429 

し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
プ
ロ
シ
ア
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
例
及
び
ラ
l
バ
ン
ト
以
来
、
個
人
の
領
域
に
対
す
る
全
て
の
侵
害
に

つ
い
て
法
律
の
根
拠
を
要
す
る
と
の
考
え
が
、
た
ち
ま
ち
の
間
に
通
説
と
な
っ
た
(
吋
誌
と
。
侵
害
行
為
に
対
す
る
伝
統
的
な
留
保
の
内

容
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
o

例
個
人
の
領
域
す
な
わ
ち
広
義
の
自
由
と
財
産
に
対
す
る
侵
害
の
み
が
留
保
に
服
す
る
。
し
た
が
っ
て



説

負
担
的
行
政
行
為
に
つ
い
て
の
み
法
律
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
ろ
法
の
根
拠
を
必
要
と
し
、
援
益
と
り
わ
け
給
付
に
つ
い
て
は
援
権
を
安
し

な
い
o

似
留
保
は
一
般
権
力
関
係
に
の
み
適
用
が
あ
る
o

法
領
域
外
に
あ
り
、
国
家
の
内
部
領
域
(
円
ロ

5
2
2
5
)
に
属
す
，
サ
と
考
え
ら

論

れ
て
い
る
特
別
権
力
関
係
に
は
適
附
が
な
い
。

)
れ
が
侵
害
留
保
の
元
来
の
立

制
最
も
広
い
概
括
条
項
や
包
括
援
権
で
充
分
で
あ
る
o

味
、
す
な
わ
ち
個
人
の
領
域
に
対
す
る
立
法
に
参
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
主
の
執
行
府
に
対
し
て
身
を
守
る
と
い
う
趣
旨
に
合
致
す

る
o

執
行
府
の
活
動
が
法
律
の
援
権
に
依
存
す
る
と
し
て
、
そ
の
援
権
を
与
え
る
か
ど
う
か
、

民
代
表
の
手
に
委
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
吋

d
y乙。

立
憲
君
主
制
憲
法
構
造
の
要
索
な
ら
び
に
機
能
と
し
て
の
侵
害
留
保

ま
た
援
権
の
程
度
の
如
何
の
決
定
は
、
国

三
の
三

ザフ

て (1)

侵
害
留
保
は
、

ド
イ
ツ
立
憲
制
に
お
い
て
「
国
家
」
権
カ
に
対
し
て
個
人
の
領
域
を
確
保
す
る
決
定
的
な
手
段
で
あ
る
。
し
た
が

国
家
領
域
に
属
す
る
特
別
権
力
関
係
に
は
当
然
こ
の
保
護
は
排
除
さ
れ
る
。

留
保
が
、
純
粋
の
保
護
機
能

(
ω
n
E
E
E
T
5

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
の
根
拠
を
欠
く
給
付
や
援
益
の
付
与
は
問
題
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
留
保
の
考

え
は
国
家
か
ら
の
自
由
の
思
想
に
の
み
そ
の
基
準
が
置
か
れ
て
い
る
。
侵
害
留
保
は
、
民
主
的
法
律
概
念
す
な
わ
ち
自
己
支
配
の
思
想
に

基
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
の
領
域
の
侵
害
は
当
事
者
の
同
意
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
市
民
が
そ
の
予
防
・
統
制
機

能
を
何
如
な
る
形
式
で
行
使
す
る
か
は
そ
の
自
由
に
属
す
る
か
ら
、
包
括
援
権
も
可
能
で
あ
る
。

(2) 

」
の
よ
う
に
し
て
、
侵
害
留
保
は
、

一
九
世
紀
立
憲
君
主
制
の
憲
法
構
造
の
要
素
で
あ
り
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
層
の
代

表
機
関
た
る
議
会
の
参
与
権
限
と
行
為
権
限
に
よ
る
君
主
の
執
行
府
の
絶
対
権
力
の
制
限
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

執
行
府
の
権
力

は
、
憲
法
に
よ
っ
て
援
権
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
推
定
は
、
執

行
府
の
権
限
の
た
め
に
語
る
。
こ
れ
は
、

と
り
わ
け
「
国
家
一
の
内
部
領
域
が
広
範
に
法
か
ら
自
由
な
・
絶
対
的
性
格
を
も
つ
こ
と
を
い
7
4

す
る
。
立
岩
君
主
制
の
基
本
ー
桔
浩
は
同
家
と
社
会
と
の
対
立
に
よ
っ
て
よ
く
示
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
絶
対
国
家
は
君
主
制
政
府
に
よ
っ
て

北法18(3・24)430 



代
表
さ
れ
、
社
会
は
議
会
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
o

両
者
は
と
も
に
他
よ
り
干
渉
を
受
け
な
い
固
有
の
領
域
を
有
す
る
。
国
家
の
内
部
領

域
ハ
そ
の
標
語
は
特
別
権
力
関
係
)
と
社
会
の
内
部
領
域
(
そ
の
標
語
は
自
由
と
財
産
)
が
こ
れ
で
あ
る
o

本
書
で
用
い
る
構
造
概
念
の

い
み
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
侵
害
留
保
は
、
憲
法
構
造
を
本
質
的
に
規
定
す
る
機
能
的
性
質
の
要
素
で
あ
る
o

こ
れ
は
、
こ
の
憲
法
構
造

を
決
定
的
に
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
構
造
の
機
能
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
伝
統
的
な
形
で
の
侵
害
留
保
は
、

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
立
憲
君
主
制
の
固
有
な
特
性
(
印
官
民

5
Z
〉

5同

)EmEMm)
の
中
に
有
意
味
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
自
由
と
財
産
の
侵
害
に
留
保
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
の
特
性
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
吋

dr・)。

四

憲
法
構
造
の
変
革
と
現
代
に
お
け
る
適
法
律
性
原
理
の
内
容

イ
ェ
シ
ュ
の
方
法
的
仮
設
に
従
っ
て
適
法
律
性
原
理
の
内
容
に
変
動
を
生
ぜ
し
め
る
は
ず
で
あ
る
o

立
憲

君
主
制
の
憲
法
構
造
か
ら
議
会
民
主
制
へ
の
憲
法
構
造
の
最
も
重
要
な
変
革
を
、
彼
は
、
執
行
府
の
地
位
及
び
議
会
の
地
位
の
そ
れ
ぞ
れ

付

憲
法
構
造
の
変
革
は
、

の
変
化
な
ら
び
に
こ
の
両
者
の
相
互
関
係
の
変
化
に
み
て
い
る
。
い
ま
し
-
ば
ら
く
彼
の
論
述
を
追
う
こ
と
に
し
よ
う
。

ω』

彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
変
化
は
ま
ず
執
行
府
の
地
位
の
弱
化
に
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
府
は
か
つ
て
の
最
高
の
地
位

(
S
C
1

2
早口

gHNgm)
を
失
な
い
、
言
葉
の
厳
格
な
い
み
で
の
執
行
権
(
〈
。

-
E
S
g舟
の

2
5
5
と
な
っ
た
o

こ
れ
に
固
有
の
法
か
ら
自

由
な
領
域
は
も
は
や
な
く
、
こ
れ
に
有
利
に
語
る
権
限
の
推
定
は
な
く
な
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
こ
れ
に
相
応
し
て
議
会
の
地
位
が
強
化
さ
れ

る
o

議
会
は
、
最
高
の
国
家
機
関

(
7
2
Z
S
笠
宮
5
2
∞
g)
と
な
り
、
憲
法
の
沈
黙
す
る
ば
あ
い
は
、
こ
れ
の
た
め
に
権
限
の
推
定
が

働
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
議
会
と
執
行
府
と
の
関
係
に
お
い
て
、
議
会
は
も
は
や
、
執
行
府
の
自
然
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な

く
て
、
こ
れ
が
必
要
と
す
る
活
動
の
権
限
を
新
た
に
付
与
す
る
の
で
あ
る
。
統
治
段
階
で
の
真
に
政
治
的
決
断
に
関
し
て
の
み
執
行
府
は

北法18(3・25)431 

「イェシュにおける憲法構造論

憲
法
上
の
活
動
権
限
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
法
的
規
律
が
可
能
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
法
前
規
律
が
必
要
で
あ
る
。
け
だ
し
、

ニ
れ
な
く
て
は
執
行
府
は
何
ら
の
権
限
を
も

立
法
者
が
行
動
し
う
る
ぽ
あ
い
に
は
、



説

持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
議
会
の
優
越
の
地
位
は
、
多
極
的
な
利
益
を
調
整
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
議
会
が
国
家
財
貨
の
配
分

に
つ
い
て
指
導
的
権
限
を
有
す
る
点
に
も
み
ら
れ
る
。

」
れ
は
、

予
算
と
、

い
わ
ゆ
る
処
分
的
法
律
(
呂
田

a
E
r
g巾
唱
団
内
定
)

に
関
す
る

北法18(3・26)432 

論

議
会
の
権
限
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

(
m
l
d
r
)。

。
こ
の
議
会
と
執
行
府
の
関
係
の
変
化
は
、
国
家
と
社
会
の
対
立
の
消
滅
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
今
日
の
国
家
主
権
に
お
い

て
は
、
全
て
の
国
家
権
力
が
国
民
よ
り
発
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
の
み
が
、
新
た
な
、
す
な
わ
ち
憲
法
の
中
に
既
に
与
え
ら
れ
て
い

な
い
権
限
を
他
の
権
力
担
当
者
に
指
定
す
る
地
位
に
あ
る
。
議
会
は
、
も
は
や
国
家
す
な
わ
ち
君
主
及
び
そ
の
執
行
府
に
対
立
し
て
、
社

会
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

議
会
に
お
い
て
は
む
し
ろ
国
民
の
多
極
的
な
利
益
の
代
表
者
が
あ
い
集
う
て
い
る
の
で
あ

る
o
v
」
の
よ
う
な
国
家
に
お
け
る
社
会
の
統
合
は
、
市
民
の
参
加
請
求
権
及
び
分
配
す
る
こ
と
は
別
に
し
て
も
、
分
配
さ
れ
た
も
の
に
対

す
る
要
求
を
も
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
国
家
は
配
分
国
家
(
〈

2
E
r
a
sえ
)

門
官
三
σ
E吉
田
)
を
維
持
し
つ
つ
、

と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
配
分
的
正
義

(
Z丸
山
巴
白

社
会
的
な
調
整
を
行

な
う
の
で
あ
る
。
配
分
の
問
題
は
全
て
の
現
代
国
家
に
お
い
て
生
ず
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
提
起
そ
れ
自
体
は
適
法
律
性
原
理
の
内
容

ヴ
範
囲
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
適
法
律
性
原
理
の
特
定
の
形
は
、
如
何
な
る
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
誰
、
か

一
方
に
対
し
て
は
租
税
処
分
に
よ
り
他
方
に
対
し
て
は
給
付
の
付
与
に
よ
り
、

配
分
を
し
て
い
る
か
の
問
題
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

-
定
の
憲
法
構
造
の
枠
内
に
お
い
て
、
配
分
の
日
間

題
が
、
適
法
律
性
原
理
に
と
っ
て
、
法
律
上
の
重
要
性
と
意
味
と
を
持
っ
て
い
る
(
均
時
ケ
)
。

立
法
権
と
執
行
権
と
の
関
係
か
ら
分
る
よ
う
に
、
法
律
の
優
越
は
今
日
で
も
従
来
通
り
貫
徹
し
て
い
る
。
法
律
の
留
保
は
、
そ
の

日
開

積
極
面
で
は
、
侵
害
留
保
の
及
ん
だ
範
囲
は
従
来
通
り
法
律
の
留
保
に
服
せ
し
め
る
。
た
だ
し
、
概
括
条
項
や
包
括
援
権
で
よ
い
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
上
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
消
極
面
で
は
従
来
の
留
保
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い

て
は
、

ま
ず
、
留
保
が
侵
害
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
や
の
問
題
が
、
第
二
に
、

い
わ
ゆ
る
特
別
権
力
関
係
に
お
け
る
留
保
の
排
除
の
問
題
が



検
討
さ
れ
る
(
問
。
d
u
F
)
。

給
付
及
び
援
益
に
お
け
る
法
律
の
留
保

四
の

付

現
代
行
政
の
特
色
は
、
侵
害
行
政
と
並
ん
で
従
来
み
ら
れ
な
か
っ
た
規
模
で
生
活
保
障
を
目
的
と
す
る
給
付
行
政
が
登
場
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
わ
け
第
二
次
大
戦
後
社
会
福
祉
・
生
活
配
慮
給
付
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、

し
か
も
、
実
際
の
必
要
と
不
充
分

な
法
律
の
規
定
の
た
め
に
法
律
の
根
拠
が
な
い
場
合
に
も
行
政
規
則
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
法
律
の
援
権
が
問

題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
補
崩
金
等
の
財
政
援
助
に
お
い
て
、
従
来
の
法
律
の
留
保
が
最
も
強
く
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
家

給
付
と
り
わ
け
補
助
金
は
、
こ
の
留
保
の
問
題
と
の
関
連
で
、
個
別
的
援
権
に
基
づ
く
場
合
、
分
野
と
目
的
と
額
の
み
を
定
め
て
相
手
方

と
要
件
と
を
行
政
庁
に
一
任
し
て
い
る
包
括
的
援
権
に
よ
る
場
合
、
予
算
法
に
よ
り
基
金
の
管
理
が
概
括
的
に
行
政
庁
に
委
せ
ら
れ
、
そ

の
分
配
基
準
も
行
政
庁
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
委
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
、

お
わ
り
に
予
算
計
画
に
も
な
く
、
法
律
形
式
に
も
よ
ら
な
い
単
な

る
議
会
の
決
議
に
よ
る
場
合
、
さ
ら
に
は
何
ら
の
法
的
援
権
を
欠
く
も
の
が
区
別
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
の
場
合
は
問
題
が
な
い
に

住)JJ

し
て
も
、
法
律
の
包
括
的
援
権
、
予
算
法
に
基
づ
く
基
金
管
理
及
び
単
な
る
議
決
に
基
づ
く
場
合
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も

『イ広シュにおける憲法構造論

そ
も
給
付
行
政
と
侵
害
行
政
の
概
念
も
明
確
な
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
交
錯
、
混
合
す
る
場
合
も
存
す
る
o

し
た
、
が
っ
て
、
道
具
概
念

と
し
て
は
、
負
担
と
援
益
の
区
別
が
適
当
で
あ
る

(md
一r・

)

援
益
的
行
政
行
為
及
び
法
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
国
家
の
給
付
に
法
律
の
留
保
を
拡
張
す
る
問
題
を
取
扱
う
に
は
、
ま
ず
、
種
々

。の
概
念
的
混
乱
を
整
理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
勾
対
乙
。

ω

行
政
が
法
に
服
す
る
と
い
う
適
法
性
(
河
2
Z
B位
白
石
宮
町
母
円
〈
2
毛
色
宮
口
開
)

の
原
理
か
ら
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何

~I::f.t 18 (3・27)433

ま
ず
、

ら
の
解
答
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
原
理
は
、

た
し
か
に
、
法
の
優
越
は
勿
論
、
留
保
の
問
題
に
も
或
る
程
度
の
意
味
は
あ
る
o

す
な
わ
ち
執
行
府
の
全
て
の
行
為
は
法
的
な
権
限
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
o

し
か
し
、
そ
れ
は
何
ら
か



説

の
法
的
な
権
限
付
与
の
必
要
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
ず
、
概
括
条
項
の
形
式
に
よ
る
包
括
援
権
で
も
充
分
な
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

法
律
の
留
保
の
問
題
に
と
っ
て
は
意
味
を
も
た
な
い
。
こ
の
意
味
で
、

ス
イ
ス
の
ル

l
ス
が
、
適
法
律
性
原
理
の
法
治
国
的
理
解
と
区
別

まん
ロ岡

さ
れ
た
民
主
的
理
解
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
適
法
律
性
原
理
を
、
形
式
的
意
味
で
の
法
律
な
の
か
実
質
的
意
味
で
の

法
律
令
}
考
え
て
い
る
の
か
が
不
明
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
侵
害
行
政
以
外
の
行
政
に
つ
い
て
の
法
律
の
留
保
の
内
容
は
な
お
不

明
確
の
ま
ま
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
法
律
の
留
保
な
り
や
優
越
な
り
や
、
包
括
的
標
権
な
り
や
個
別
的
援
権
な
り
や

が
不
明
確
な
ま
ま
論
じ
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
特
に
判
例
は
、
法
治
国
思
想
、
権
力
分
立
原
理
、
基
本
法
二

O
条
三
項
な
ど
を
根
拠
に

直
接
に
は
適
法
律
性
原
理
の
通
用
性
(
の
己

Z
ロ
∞
)
に
つ
い
て
い
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
何
も
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
権
力
分
立
原
理
か
ら
も
、
具
体
的
な
国
家
権
力
分
配
の
内
容
を
引
き
出
す
こ
と

し
て
い
る
が
、
法
治
国
思
想
か
ら
は
、

は
で
き
な
い
o

最
後
に
、
基
本
法
二

O
条
三
項
も
直
接
に
は
法
律
の
優
越
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
行
政
作
用
の
如
何
な
る
部
分

が
個
別
的
な
法
律
の
授
権
を
必
要
と
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
何
も
い
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る

(
m
d
h
乙
。

ω
つ
ぎ
に
、
法
律
土
規
定
さ
れ
た
限
界
を
越
え
て
給
付
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
法
律
の
優
越
な
り
や
留
保
の
問
題
な
り
や
が

充
分
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
混
乱
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
、
行
政
行
為
の
職
権
取
消
に
関
す
る
一
九
五
六
年
の

ベ
ル
リ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
以
降
同
傾
向
に
立
つ
諸
判
例
と
こ
れ
に
反
対
す
る
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
ブ
等
の
学
説
に
み
ら
れ
る
。
判
例
は
、
違

法
の
按
益
的
行
政
行
為
の
取
消
を
法
律
の
(
侵
害
〉
留
保
の
問
題
と
し
、
取
消
(
侵
害
〉
に
は
法
律
の
援
権
を
必
要
と
し
て
い
る
o

し
か

し
な
が
ら
、
侵
害
留
保
は
、
実
定
法
以
前
に
先
在
す
る
個
人
の
領
域
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、

」
れ
を
侵
害
す
る
に
は
法
律
の
桜

拠
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
法
的
地
位
の
取
消
・
制
限
を
法
律
の
援
権
の
留
保
に
服
せ
し
め
る
も
の

で
は
な
い
。
取
消
が
事
実
上
の
不
利
益
を
生
ぜ
し
め
る
に
せ
よ
、
そ
れ
が
利
益
侵
害
に
と
ど
ま
り
権
利
侵
害
で
な
い
限
り
は
、
法
律
の
留

保
の
問
題
は
生
じ
て
目
}
な
い
。
し
か
し
、
他
方
、
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
信
頼
状
態
や
利
益
状
態
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、

フ
ー
ル
ス

北法18(3・28)434



ト
ホ
フ
の
い
う
抑
く
に
、
適
法
律
性
原
理
と
衝
突
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
(
咋
己
ケ
「
)
c

ス
イ
ス
に
お
い
て
は
次
第
に
全
部
留
保
の
主
張
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
明
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
ず
、

。J

国
民
主
権
と
平
等
原
理
を
理
由
と
し
て
全
て
の
行
政
行
為
は
法
律
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

フ
ラ
イ
ナ
ー
は
、

そ
の
法
律
概
念
の
中

に
慣
習
法
ま
で
含
む
も
の
な
り
や
も
不
明
で
あ
る
し
、
援
権
の
種
類
も
ま
た
不
明
で
あ
る
o

つ
ぎ
に
、

イ
ン
ボ
l
デ
ン
は
、

一
般
抽
象
的

性
格
の
法
規
を
内
容
と
す
る
も
の
が
法
律
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
法
、
第
一
に
法
に
よ
る
行
政
を

要
求
し
、
第
二
に
{
~
川
政
に
悶
す
る
全
て
の
法
原
理
が
通
常
の
立
一
出
形
式
に
よ
り
立
法
者
に
よ
司
て
制
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
ろ
も

の
と
し
て
い
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
根
拠
の
な
い
法
規
概
念
か
ら
ば
留
保
の
範
聞
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
彼
は
、
本

来
適
法
律
性
原
理
が
権
力
分
立
と
相
結
合
し
て
包
括
的
留
保
だ
っ
た
も
の
、
が
後
に
制
限
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
歴
史
的

(吟」

に
誤
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
律
の
留
保
の
範
囲
の
問
題
は
、
伝
統
概
念
の
拡
張
解
釈
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
具
体
的
な
特

定
の
憲
法
構
造
か
ら
解
答
が
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
(
円

J

計
三
。

次
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
通
説
は
な
お
伝
統
的
見
解
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
判
例
上
疑
問
、
が

述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
若
干
の
学
説
に
お
い
て
も
全
部
留
保
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
単
に
行
政

『イェシュにおける憲法構造論

の
法
適
合
性
(
刃
2
Z
B
m
F
2
m
F岳
)
な
い
し
一
般
的
な
法
規
拘
束
性
を
い
う
に
す
、
ぎ
な
い
か
が
不
明
で
あ
る
。

ま
た
ル
ッ
プ

(
E・
E
・

自
由
を
妥
求
す
る
方
向
の
変
化
、

す
な
わ
ち
国
家
か
ら
の
自
由
よ
り
個
人
の
国
家
へ
の
依
存
性
の
増
大
か
ら
、

H
N己
℃
円
)
)

給
付

の
郎
く
、

こ
れ
は
社
会
的
変
化
よ
り
生
ず
る
法
政
策
的
要
請
を
い
う
に
す
ぎ

ず
、
こ
れ
よ
り
直
ち
に
法
規
範
の
内
容
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
(
匂
γ
l
q
N
)。
社
会
的
変
化
も
、
一
定
の
憲
法
構
造
の
中
に
お
い

て
始
め
て
法
的
意
味
を
持
ち
う
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(mdr乙。

か
く
し
て
、
留
保
を
憲
法
構
造
へ
の
機
能
的
依
存
性
に
お
い
て
把
え
た
ば
あ
い
に
の

行
政
に
対
す
る
留
保
の
拡
大
を
い
う
者
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

北法18(3・29)435

同

留
保
を
給
付
と
援
益
に
拡
張
す
る
問
題
は
、



説

み
、
満
足
に
か
つ
体
系
的
に
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

立
憲
君
主
制
に
お
い
て
、

執
行
府
に
対
す
る
立
法
府
の
援
権
は

そ
の
必
要
が
憲
法
上
に
証
明
さ
れ
う
る
限
り
に
お
い
て
必
要
で
あ

論

る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
が
こ
れ
を
明
示
に
規
定
し
た
場
合
に
の
み
、
執
行
府
は
絶
対
的
な
活
動
の
自
由
を
失
な
う
o

こ
の
よ
う
な
規
定
が

な
け
れ
ば
、
権
限
推
定
は
君
主
・
執
行
府
の
た
め
に
語
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
九
世
紀
の
立
憲
思
想
は
国
家
に
対
す
る
保
護

(ω
与

E
N
g円

門
田
叩

H
U
E
S
H
)

国
家
の
給
付
権
限
や
こ
の
よ
う
な
権
限
な
り
制
限
の
手
懸
り
と
な
る
も
の
を
欠
い
て
い

の
み
を
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
、

た
。
し
た
が
っ
て
、
給
付
や
援
益
が
君
主
並
び
に
そ
の
執
行
府
の
絶
対
的
権
力
に
委
ね
ら
れ
た
の
は
け
だ
し
当
然
と
い
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
憲
法
構
造
は
決
定
的
に
変
わ
っ
た
。
基
本
法
の
語
法
秩
序
の
下
に
お
い
て
は
、
執
行
府
に
対
す
る
権
限
推
定
は
最
早
存
在
し

な
い
。
執
行
府
は
か
つ
て
の
活
動
の
自
由
を
失
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
最
早
、
憲
法
上
制
限
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

権
限
を
憲
法
よ
り
始
め
て
受
け
る
の
で
あ
る
。

」
れ
は
さ
ら
に

基
本
法
秩
序
の
構
造
で
は
、

行
政
(
ぐ
2
君
主

E
ロ
肉
)

と
し
て
真
の
執

行
権
(
巾
ロ

rgg--NP巾
7
3骨
の
9
2
F
)
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
憲
法
自
体
が
こ
れ
に
充
分
の
権
限
を
指
定
し
て
い
な
い
限
り
は
、

こ
れ
の
全
て
の
行
動
形
式
は
議
会
の
援
権
に
よ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
議
会
に
よ
る
付
加
的
な
権
限
付
与
を
不
要
と
す

る
如
き
、
問
題
と
な
る
全
て
の
給
付
に
対
す
る
憲
法
上
充
分
な
る
授
権
は
存
在
し
て
い
な
い
。
も
し
も
、
黙
示
的
な
権
限
付
与
の
考
え
シ

そ
れ
は
結
局
は
執
行
府
に
対
す
る
権
限

か
内
在
的
権
限

(EM--え
ち
当
日
間
)

の
構
成
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
権
限
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、

推
定
を
認
め
る
こ
と
に
帰
す
る
o

こ
れ
は
立
憲
君
主
制
の
憲
法
構
造
に
は
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
憲
法
秩
序
に
は
合
致

L

な
い
。
同
様
の
理
由
か
ら
、
同
様
の
行
政
の
憲
法
上
の
包
括
的
な
権
限
の
存
続
を
慣
習
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
試
み
も
排
除
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

議
会
の
援
権
の
必
要
性
は
さ
ら
に
、
国
家
機
関
の
中
に
お
け
る
最
高
の
機
関
と
し
て
の
議
会
の
地
位
か
ら
も
生
ず
る
。
議
会
の
指
導
的

役
割
は
、
行
政
の
給
付
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
の
で
あ
る
(
勾
民
ケ
)
。
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四
の

特
別
権
力
関
係
に
お
け
る
法
律
の
留
保

、At''/
ヤ

従
来
、
法
律
の
留
保
は
市
民
対
国
家
の
一
般
権
力
関
係
に
の
み
妥
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
o

こ
の
理
論
の
国
法
上
の
基

礎
は
、
ラ

l
パ
シ
ト
及
び
そ
の
後
継
者
に
よ
る
法
概
念
の
構
成
に
由
来
す
る
o

す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
特
別
権
力
関
係
は
、
国
家
の
内
部

に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
法
の
領
域
を
は
ず
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
関
係
内
部
に
お
い
て
は
、
法
律
の
根
拠
を

領
域
(
同
ロ
ロ

2
5
z
g
)

要
し
な
い
行
政
規
則
で
足
り
、
同
様
、
個
別
的
行
為
も
留
保
か
ら
は
自
由
な
、

る
。
こ
の
理
論
の
完
結
性
は
、

tコ

非
法
的
行
為

(
Z
-
n
y同

I
H
N
2
7
H
S
E四
)
と
さ
れ
た
の
で
あ

0
・
マ
イ
ヤ

l
の
行
政
行
為
の
定
義
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
(
吋
説
明
)
。

こ
の
法
か
ら
自
由
な
特
別
権
力
関
係
の
理
念
は
こ
こ
し
ば
ら
く
激
し
い
批
判
を
受
け
、
一
般
権
力
関
係
と
特
別
権
力
関
係
の
区
別

特
別
権
力
関
係
に
お
け
る
訓
令

は
終
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

(
〉
ロ
。
正
ロ
己
ロ
m

山巾ロ)

に
対
し
て
は

法
律
の
援
権
欠
快

J

の
批
判
は
な
お
今
日
に
至
る
ま
で
成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

n
」)
 

噌

i
'
t

・、

こ
れ
に
つ
い
て
の
法
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(a) 

憲
法
上
の
包
括
的
援
権

法
律
上
の
包
括
的
援
権

け
る
援
権
あ
る
も
の
と
す
る
試
み
で
あ
る
が
、
承
認
で
き
な
い
。

(b) 

制

ωい
ず
れ
も
、

一
、
二
の
特
別
権
力
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
る
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
関
係
に
お

『イェシュにおける愈法構造論

な
い(c) 。

営
造
物
利
用
に
関
し
て
は
、

権
限
等
の
営
造
物
目
的
に
よ
る
限
界
が
あ
る
が
、

」
の
こ
と
か
ら
援
権
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き

(d) 

任
意
に
入
る
特
別
権
力
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
意
は
害
し
な
い

(司。
-m
ロH
F

4
。
口
問
伊
丹
片
口
山
口
江
田
)

の
原
理
が
根
拠
と
し
て
援
用
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
個
人
領
域
の
侵
害
に
つ
い
て
一
般
的
同
意
と
し
て
の
法
律
の
留
保
を
認
め
る
と
い
う
考
え
と
軌
を
一
に
す
る
。

(e) 

最
後
に
、
元
来
法
と
は
無
縁
と
さ
れ
て
き
た
制
度
を
現
行
法
秩
序
の
中
に
組
み
入
れ
る
に
は
、
慣
習
法
的
根
拠
に
依
ら
ざ
る
を
え

北法18(3・31)437



説

な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
特
別
権
力
関
係
に
つ
い
て
の
慣
習
法
上
の
授
権
を
証
明
し
え
て
始
め
て
こ
九
も
充
分
と
は
い
え
る
が
、
立
憲
君

主
制
に
由
来
す
る
特
別
権
力
関
係
の
法
律
か
ら
自
由
な
規
律
や
こ
の
関
係
内
部
に
お
け
る
法
律
か
ら
自
由
な
権
力
行
使
の
た
め
の
包
括
的

5命

権
限
を
認
め
る
こ
と
は
、
全
ゆ
る
種
類
の
特
別
権
力
関
係
を
包
摂
す
る
包
括
的
援
権
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
。
け
だ
し
、

か
く
て
は
見

か
け
は
と
も
か
く
、
実
際
に
は
国
家
の
「
内
部
)
に
「
法
か
ら
自
由
な
一
領
域
を
認
め
る
に
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
(
勾
説
コ
・
)
。

い
わ
ゆ
る
特
別
権
力
関
係
に
お
け
る
留
保
原
則
の
原
則
的
適
用
は
、
憲
法
構
造
の
変
遷
と
こ
れ
に
結
び
つ
い
た
留
保
の
範
囲
の
安

同
化
よ
り
生
ず
る
。

特
別
権
力
関
係
に
お
け
る
留
保
の
排
除
は
、

立
憲
君
主
制
に
お
い
て
は
、
こ
の
関
係
が
国
家
の
内
部
領
域
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
絶

対
主
義
的
な
法
か
ら
の
自
由
が
与
え
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
、

「
社
会
」
の
干
渉
す
な
わ
ち
留
保
原
則
が
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
な
が
ら
、
今
日
の
憲
法
構
造
の
下
で
は
、
法
か
ら
自
由
な
領
域
ほ
存
し
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
。
執
行

府
は
其
の
意
味
で
の
執
行
権
と
な
り
、
こ
れ
に
有
利
に
働
く
権
限
推
定
は
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
権
力
は
全
て
の
分
野
に
お
い

て
憲
法
な
い
し
法
律
上
の
援
権
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
留
保
原
則
に
関
し
て
、
特
別
権
力
関
係

は
一
般
権
力
関
係
と
原
則
と
し
て
同
一
の
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
る
o

こ
の
こ
と
は
特
別
権
力
関
係
が
全
く
無
意
味
の
も
の
と
い
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
上
の
カ
テ
ゴ
リ
イ
と
し
て
の
意
味
は
な
く

な
り
、
行
政
法
上
の
カ
テ
ゴ
リ
イ
に
変
わ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
別
権
力
関
係
に
お
い
て
み
ら
れ
る
一
般
の
場
合
以

上
の
基
本
権
行
使
の
内
在
的
制
約
や
裁
量
の
自
由
は
、
特
別
権
力
関
係
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け
か
ら
で
は
な
く
、
個
々
の
特
別
権
力
関
係

の
特
定
の
性
質
か
ら
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(
m
i
d
r
)。

四
の
三

包
括
的
援
権
と
特
定
的
援
権

(→ 

立
憲
君
主
制
の
下
に
お
い
て
は
、
国
家
と
社
会
の
対
立
を
前
提
と
し
、
留
保
に
服
す
る
国
家
行
為
は
国
民
代
表
の
同
意
す
な
わ
ち

北法18(3・321438
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形
式
的
法
律
の
根
拠
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
援
権
の
種
類
や
範
囲
の
限
定
法
な
く
、
概
括
条
項
の
形
で
の
包
括
的
援
権

(の
-cσ
出

-
2
5
m円
Z
F山
口
口
∞
)

で
も
充
八
刀
だ
と
さ
れ
た

v

次
第
に
包
括
的
援
権
は
特
定
的

租
税
法
の
発
展
が
一
一
小
す
如
く
、

し
か
し
な
が
ら
、

援
権
(
名
目
5
N
-
2
Z
開
口
口
骨

r
z
m
5
m
)
に
と
っ
て
代
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
特
定
的
援
権
の
主
張
は
散
発
的
に
み
ら
れ
た
が
、

こ
の
要
請
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
る
の
涼
基
本
法
の
下
に
い
た
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
基
本
法
八

O
条
か
ら
は
、
命
令
制
定
者
に
対
す
る

援
権
の
特
定
性
並
び
に
執
行
府
に
よ
る
将
来
の
立
法
の
予
測
可
能
性
と
い
う
一
般
的
原
則
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
と
結
合
し
て
、
個
別
的
行

為
に
よ
る
侵
害
に
関
す
る
援
権
は
、
侵
害
行
為
が
法
律
上
の
援
権
に
照
ら
し
て
予
測
可
能
(
旨
急
宮
門
)

で
あ
り
、
侵
害
の
種
類
、

が
関
係
者
に
予
見
可
能
で
あ
る
程
に
、
構
成
要
件
上
特
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
理
が
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(
m
d
S。

仁3

基
本
法
八

O
条
一
項
二
号
に
よ
れ
ば
、
法
規
命
令
制
定
の
援
権
の
「
内
容
、
目
的
な
ら
び
に
程
度
」
は
「
法
律
の
中
に
」
規
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
当
初
一
貫
し
た
判
例
に
お
い
て
、
法
律
制
定
者
は
重
要
な
規
定
を
自
ら
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
制
定
さ
れ
る

(幻』

ベ
き
命
令
の
可
能
な
内
容
が
予
見
し
う
る
」
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
趣
旨
で
あ
る
と
、
右
の
規
定
を
解
釈
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち

『イェシュにおける憲法構造論

援
権
の
内
容
・
目
的
・
程
度
並
び
に
将
来
の
命
令
の
予
測
可
能
性
が
授
権
規
範
自
体
か
ら
直
接
に
充
分
明
ら
か
に
生
ず
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
法
律
や
そ
の
解
釈
か
ら
始
め
て
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
o

こ
の
見
解
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所

第
五
部
も
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
解
釈
を
変
え
、
援
権
の
内
容
・
目
的
・
程
度
が
法
律
の
条

文
の
中
に
明
示
に
規
定
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
解
釈
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
合
憲
的
解
釈
に

よ
っ
て
確
定
可
能
で
あ
り
限
定
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
包
括
的
援
権
も
許
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
o

裁
判
所
の
見
解
に

従
え
ば
、
如
何
な
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
現
す
べ
き
か
の
「
手
懸
り
」
を
用
語
が
与
え
る
の
で
充
分
な
こ
と
に
な
る
o

こ
れ
は
予
測
可

能
性
の
放
棄
を
意
味
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
議
会
に
よ
る
審
査
と
規
律
の
代
り
に
執
行
権
の
解
釈
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
の
解
釈
が
査

範

囲

北法18(3・33)439 



説

場
す
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
新
し
い
判
例
は
、
経
済
統
制
法
律
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
立
法
の
授

論

権
に
つ
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
立
て
た
内
容
上
の
要
請
も
ま
た
、
規
律
の
対
象
に
応
じ
て
異
な
り
、
経
済
統
制
法
律
で
は
包
括
的
と
も

い
う
べ
き
広
い
援
権
も
合
憲
と
さ
れ
て
い
る
が
、
侵
害
行
政
の
分
野
で
は
援
権
の
確
定
性
と
限
定
性
並
び
に
将
来
の
命
令
制
定
の
予
測
可

能
性
に
つ
い
て
か
な
り
厳
格
な
要
件
が
要
求
さ
れ
て
い
る
o

さ
ら
に
、
給
付
行
政
の
分
野
で
は
、
あ
ま
り
厳
格
な
基
準
は
立
て
ら
れ
て
い

な
い
(
勾
同
吋
乙
。

伺
以
上
命
令
の
援
権
に
つ
い
て
い
わ
れ
た
こ
と
が
自
由
・
財
産
の
侵
害
に
つ
き
全
面
的
に
妥
当
す
る
こ
と
が
判
例
上
認
め
ら
れ
て
レ

る。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
負
担
的
行
政
行
為
の
た
め
の
授
権
は
「
如
何
な
る
場
合
に
、
如
何
な
る
意
味
と
目
的
と
を
も
っ
て
援
権
が
行
伎

さ
れ
、
援
権
に
基
づ
く
処
分
が
如
何
な
る
内
容
を
持
ち
う
る
か
が
充
分
の
確
実
性
を
も
っ
て
予
見
し
う
る
」
よ
う
に
「
限
定
さ
れ
、

充
分
に
特
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
侵
害
に
つ
い
て
の
法
律
の
援
権
に
は
「
侵
害
が
予

測
可
能
で
あ
り
、
或
る
程
度
国
民
に
と
っ
て
予
見
可
能
で
あ
り
予
期
し
う
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
・
対
象
・
目
的
・
程
度
が
充
分
確
定
し

限
定
し
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
の
「
予
測
可
能
性
条
項
(
富
島
σ白井町
E
E
2お
と
」
は
、

執
行
府
の
行
動
の
た

め
の
基
準
を
立
法
者
が
自
ら
定
立
す
べ
き
こ
と
、

し
か
も
、
行
政
活
動
と
立
法
者
の
特
定
さ
れ
た
意
思
と
の
一
致
性
を
裁
判
所
が
審
査
す

「
漠
然
た
る
概
括
条
項
」
は
、
実
効
あ
る
裁
判
統
制
を
排
除
す
る
が

る
の
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
準
を
定
立
す
べ
き
こ
と
を
い
み
す
る
。

故
に
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

(md一ケ)。

こ
の
特
定
的
援
権
の
要
求
の
根
拠
と
し
て
は
、
基
本
法
八

O
条
一
項
二
号
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
従
い
、
特
に
法
治
国

家
原
理
及
び
権
力
分
立
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
権
力
分
立
も
法
治
国
思
想
も
そ
れ
の
み
で
孤
立
し
て
一
義
的
に
確
定
し
う
る
内
容

を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
の
全
体
構
造
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
立
法
府
・
執
行
府
間
の
権
力
・
権
限
'
刀

北法18(3・34)440
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配
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
も
、
白
紙
委
任
の
禁
止
を
一
連
の
憲
法
上
の
根
本
規
範
と
り

わ
け
基
本
権
の
本
質
的
内
容
の
保
障
、
法
治
国
家
原
理
、
権
力
分
立
原
理
お
よ
び
さ
ら
に
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
そ
の
も
の
を
援
用
し
て

基
礎
、
、
つ
け
て
い
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
は
「
法
律
が
行
政
の
行
動
の
要
件
や
内
容
を
定
め
ず
、
援
権

た
だ
行
政
の
行
動
に
対
し
て
形
式
的
な
法
律
の
援
権
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に

が
限
定
的
な
具
体
化
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、

よ
っ
て
は
不
充
分
で
あ
る
。
立
法
者
が
行
政
に
、
実
際
に
は
基
本
権
か
ら
の
一
般
的
免
除
を
内
容
と
す
る
よ
う
な
一
般
的
援
権
を
与
え
る

場
合
に
は
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
は
、
そ
の
憲
法
政
策
的
意
味
を
失
な
い
、
国
家
の
盗
意
か
ら
市
民
の
自
由
と
財
産
を
守
る
と
い
う
と

の
機
能
を
そ
こ
な
っ
て
し
ま
う
」
連
邦
行
政
裁
判
所
は
特
定
的
援
権
を
要
請
す
る
根
拠
を
し
て
基
本
法
一
九
条
四
項
に
保
障
さ
れ
た
公
権

力
に
よ
る
権
利
侵
害
に
対
す
る
包
括
的
な
裁
判
救
済
を
援
用
し
て
い
る
o

こ
れ
は
特
に
、
国
家
の
全
侵
害
権
限
の
「
予
測
可
能
性
」
に
と

っ
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
o

け
だ
し
、
こ
れ
が
実
効
あ
る
裁
判
救
済
に
と
っ
て
の
前
提
要
件
だ
か
ら
で
あ
る

(mlM町内)。

同

以
上
述
べ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
現
憲
法
上
種
々
の
問
題
が
生
ず
る
。

(1)J1 

ま
ず
、
内
容
上
・
事
項
上
無
限
定
な
包
括
的
援
権
は
、
基
本
法
上
許
さ
れ
な
い

(m-du)。

っ
、
ぎ
に
、
授
権
の
限
定
性
の
程
度
に
つ
い
て
は
一
般
的
な
提
言
は
不
可
能
で
あ
り
、
行
政
の
活
動
分
野
に
よ
っ
て
区
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
が
い
(
勾
凶
山
)
。

ま
ず
、
内
部
関
係
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
内
容
上
事
項
的
に
限
定
さ
れ
た
援
権
が
必
要
で
あ
る
o

し
か
し
、
細
か
な
分
配
基
準

)
 

T
A
 

(
 

)
 

ヮ“(
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つd

は
議
会
が
定
め
る
必
要
は
な
い
。
さ
ら
に
、
援
権
の
形
式
は
議
会
に
よ
る
権
限
付
与
で
あ
れ
ば
良
く
、
予
算
で
も
充
分
で
あ
る
。
た
だ
単

北法18(3・35)441

な
る
議
決
で
は
足
り
な
い

(miM山)。

川
明
外
部
関
係
の
う
ち
侵
害
行
政
の
分
野
で
は
、
連
邦
共
和
国
の
憲
法
構
造
よ
り
予
測
可
能
性
の
要
件
(
冨

&
Z岳
2
5
ュc
E
2己目)

が
生
ず
る
。
こ
の
関
係
で
最
も
重
要
な
憲
法
の
規
定
は
、
基
本
法
一
九
条
四
項
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
要
件
は
裁
判
統
制
の
保
障
の
場



説

合
に
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
不
確
定
法
概
念
の
確
定
性
の
如
何
な
る
程
度
、
か
憲
法
上
許
さ
れ
る
も
の
な
り
や
の
問
題
も
裁
判
所
に
よ

論

る
予
測
可
能
性
に
よ
る
の
で
あ
る
。
或
る
一
定
の
場
合
に
は
法
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
行
政
庁
に
判
断
の
余
地

EM)
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
的
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
淀
川
弘
吋
1
勾
叫
コ
乙
。
結
局
、
行
政
の

行
動
の
基
準
は
議
会
が
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
行
政
が
こ
の
基
準
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
で
あ
っ

て
、
基
準
を
基
に
し
て
予
測
を
す
る
が
予
測
の
基
準
を
自
ら
与
え
る
の
で
は
な
い

(m込
山
乙
。

制
国
家
に
よ
る
給
付
及
び
援
益
の
分
野
で
は
、
議
会
に
よ
る
援
権
の
最
低
要
件
は
、
議
会
が
給
付
及
び
援
益
に
さ
い
し
て
果
た
す
べ

き
指
導
的
e

統
制
的
役
割

(
∞
巾
ロ
ヱ
巾
一

-zコ
均
出
回
目
比
巾
-
門
担
。
t
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(
F
a
Hロ
ロ
∞
∞

lcロ
仏
門
巾
ロ

W
C口
問
団
田
口
同
町
刷
出
ゲ
巾
)

よ
り
生
ず
る
。

」
の
任
務
は
、

給
付
そ
の
他
の
授
益
の
付
与
・
配

分
が
た
だ
単
に
見
か
け
だ
け
議
会
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
程
度
に
援
権
の
目
的
・
内
容
が
実
質
的
に
確
定
し
限
定
さ

れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、

ら
、
法
律
の
形
式
が
必
要
で
、
単
な
る
議
決
で
は
足
り
な
い
。

な
お
、
後
述
の
場
合
を
除
き
、

実
効
あ
る
授
権
と
権
限
の
拘
束
的
な
限
定
と
い
う
観
点
か

予
算
法
を
含
む
(
対

J
q
N印

5
・
)
。
た

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
o

議
会
に
よ
る
援
権
は
、

だ
し
、
こ
れ
も
漠
然
と
し
た
無
限
定
な
も
の
は
許
さ
れ
な
い
。

右
の
最
低
要
件
は
、
給
付
の
分
野
の
確
定
性
に
尽
き
、
そ
れ
以
上
に
出
て
先
の
侵
害
行
政
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
な
、
予
測
可
能
性
の

見
地
か
ら
内
容
的
に
特
定
・
限
定
さ
れ
た
給
付
基
準
を
要
す
る
か
ど
う
か
は
、
給
付
の
対
象
た
る
分
野
に
よ
っ
て
異
な
る
。
け
だ
し
、
最

低
要
件
は
変
遷
し
た
憲
法
構
造
す
な
わ
ち
議
会
と
執
行
府
の
聞
の
関
係
よ
り
生
ず
る
が
、
予
測
可
能
性
の
要
件
は
行
政
と
市
民
の
聞
の
給

付
関
係
の
構
造
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
(
吋
J
M
U
乙
。

給
付
に
対
す
る
請
求
権
(
刃

2
E窓
口
印
官
己
円
宮
)

)
 

Lυ (
 

は
、
伝
統
的
理
論
で
は
法
律
に
よ
り
又
は
法
律
に
基
づ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
関
係
で
は
予
算
法
は
排
除
さ
れ
る
o

こ
の
請
求
権
あ
る
場
合
に
は
給
付
の
要
件
を
確
定
す
る
特
定
的
な
援
権
が
必
要

で
あ
る
。
け
だ
し
、
結
付
の
拒
否
は
負
担
的
行
為
と
し
て
行
政
裁
判
に
よ
る
審
査
に
服
す
る
が
、
裁
判
官
、
が
審
査
に
際
し
て
基
準
を
必
要



と
す
る
こ
と
は
、
侵
害
行
政
に
お
け
る
と
同
様
だ
か
ら
で
あ
る
(
咋
説
明
)
G

行
政
の
給
付
権
限
が
規
範
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
規
範
の
要
件
充
足
の
ば
あ
い
に
も
個
人
が
請
求
権
を
も
た
な

(7) 
い
場
合
は
、
援
権
の
限
定
に
つ
い
て
特
別
の
要
請
は
な
い
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
法
の
反
射
扇
町
円
宮
田
吋
巾
口
市
阿
)

量
行
使
の
請
求
権
は
個
人
に
は
与
え
ら
れ
な
い
(
勾
民
)
。

制

裁

量

に

よ

る

侵

害

の

場

合

は

、

の
場
合
に
は
、

思
庇
な
き
裁

裁
量
に
よ
る
給
付
の
場
合
。

行
政
庁
は
侵
害
の
援
権
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
自
由

が
あ
る
が
、
侵
害
の
要
件
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
自
ら
定
め
る
自
由
を
有
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
侵
害
の
要

件
が
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
あ
り
得
る
侵
害
行
為
が
予
測
さ
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て

裁
量
に
よ
る
給
付
の
場
合
は
、
こ
れ
が
付
与
さ
れ
た
と
き
に
は
裁
判
救
済
の
必
要
は
な
い
し
、
拒
否
さ
れ
た
と
き
も
給
付
の
付
与
そ
の
他

の
援
益
が
裁
量
決
定
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
裁
判
統
制
の
基
準
は
必
要
で
な
い
。
た
だ
し
、
全
て
の
裁
量
に
は
限
界
が
あ
る
か

(1)J] 

ら
、
こ
れ
の
違
反
あ
る
と
き
は
庇
患
な
き
裁
量
行
使
の
請
求
権
が
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
請
求
権
か
ら
は
要
件
を
確
定
し
た
給
付
権

限
の
必
要
性
は
出
て
こ
な
い
。
け
だ
し
、
こ
の
裁
量
の
限
界
は
援
権
法
自
体
と
は
無
関
係
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
(
勾
話
口
)
。

最
後
に
、
裁
量
行
使
の
統
一
を
は
か
る
た
め
に
下
級
庁
に
対
し
て
出
さ
れ
る
行
政
規
則
に
お
け
る
裁
量
基
準
も
、
私
人
が
そ
れ
の

「イェシュにおける憲法構造論

口
wd

遵
守
を
裁
判
所
に
お
い
て
請
求
で
き
る
と
い
う
意
味
の
拘
束
性
が
あ
る
。
こ
の
裁
量
基
準
の
拘
束
性
も
変
遷
し
た
憲
法
構
造
の
結
果
で
あ

る
。
国
法
上
の
法
と
非
法
の
区
別
を
前
提
と
す
為
法
規
命
令
と
行
政
規
則
の
従
来
の
区
別
は
最
早
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
裁
量
基
準
の
機

能
は
、
法
規
の
内
容
を
規
範
的
に
補
充
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
規
命
令
と
は
異
な
り
、
行
政
部
内
に
お
け
る
裁
量
行
使
の
統
プ
を
は

法
規
命
令
同
様
の
要
件
に
服
さ
ず
、

し
た
が
っ
て
、

予
測
可
能
性
の
要
件
に
も
服
さ
な

か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

い

(m-dr・)。

四
の
四
慣
習
法
的
援
権
の
限
定
的
妥
当
性

北法18(3・37)443 
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付

留
保
の
範
囲
が
給
付
、
援
益
並
び
に
特
別
権
力
関
係
の
分
野
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
と
、
行
政
実
務
の
大
部
分
が
違
法
だ
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
緩
和
し
国
家
実
務
を
新
し
い
憲
法
状
況
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
絶
対
君
主
制
か
ら
立
憲
君

論

主
制
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
と
同
様
、
憲
法
上
の
継
続
性
(
欠
。

EEC-SH)
の
原
理
に
よ
る
他
は
な
い
。

形
式
的
な
法
律
の
代
り
に
慣
習
法
に
よ
る
援
権
が
認
め
ら
れ
る
。

は
、
ま
ず
内
容
の
点
で
、
特
定
さ
れ
か
つ
限
定
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
包
括
的
援
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ぎ
に
時
間
の
点

で
は
、
原
則
と
し
て
旧
来
よ
り
あ
る
も
の
の
み
が
認
め
ら
れ
新
規
な
も
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
こ
の
援
権
は
過
渡
期
を
限
っ
て
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
経
過
と
と
も
に
効
力
を
失
な
う
(
均
時

γ同)。

〈ヰ

こ
の
意
味
で
、

慣
習
法
的
援
権

或
る
範
囲
内
で
、

し
か
し
、

北法18(3・38)444



Vol. XVIIINo. 3 The Hokkaido I.:a吋 .Review、

THE HOKKAIDO LA  W REVIEW 

Vol. XVIII No. 3 

SUMMARY OF ARTiCLES 

Theorie Dietrich Jeschs Von Verfassungsstruktur 

Hiroya ENDO 

a. o. Professor an der 

Universitat Hokkaido 

Otto Mayers bekannter Formulierung “Verfassungsrecht 

vergeht， Verwaltungsrecht besteht" verliert unter Herrschaft 

des Grundgesetzes s巴ine Bedeutung. Mann spricht vielmehr 

von Verwaltungsrecht als “konkretisiertes V erfassungsrecht." 

Diese Studie macht den Versuch zu untersuchen， welche Fol-

gerungen aus Verfassungsrecht fur dem Inhalt des Verwalt-

ungsrechts gezogen werden konnen， und aufzuzeigen， welche 

Problematik dafur besteht. 

lnhalt 

I. Einleitung 

( I J Verfassungsunabhangiges Verwaltungsrecht und Ver-
fassungsabhangiges Verwaltungsrecht bzw. Verwalt-

ungsrecht als konkretisiertes Verfassungsrecht 

(rr J Problemstellung: lnwieweit der lnhalt des Verwalt-
ungsrecht durch die Verfassungsrecht bestimmt ist ? 

rr. Theorie von Verfassungsstruktur nach Dietrich J esch 

( I J Dietrich Jesch : Person und seine Werke 

Summary 1 北法18(3・256)662



The Hokkaido Law Review Vol. XVIII No. 3 

cnJ Vorbehaltsproblem 

cmJ Ermessensproblem (Fortsetaung folgt) 

〔町JBindungsproblem 

m. Kritische Analyse 

C I J Einige Kritiken gegen die Thesen D. Jeschs 
cnJ Analyse 

IV. Schlus 

北法18(3・255)661 Summary 2 


